
平成 18年(2006年)10月 :日 発行 会報 tヽず み 第50号

いずみ会/旧都立大泉中学校・都立大泉高等学校同窓会

:■|こ11

□。日 60周年記念式典

□～日 執行部関係

回   母校関係

回～□ 同期会だより他

国   緑蔭

回 。国 会費納入者一覧

国   お知らせ

発行/い ずみ会  編集/い ずみ会広報部
〒178-0063東京都練馬区東大泉 5-3-1都立大泉高等学校内

事務所  東京都練馬区東大泉 6-34-30 SKビ フレ305号

ホームページ http://WWW.izumikai.net Eメール iZumikai@vア.com

総会・創立6口周年記念式典0祝賀会
2005年|1月26日(土) 於 :母校体育館 3Fア リーナ

IFトレーニングルーム他

実行委員会事務局長 村 上  広 (高15期)

当 日の式次第

12 00 母校吹奏楽団 ・OB//OGに よる

記念演奏会 (体育館 3Fア リーナ)

30創 立60周年言己念式典および総会
(ク■詢ヨ3Fア リーナ)

1・ いずみ会石井岱二会長挨拶

2 ・f繁移凄籐リキ

ー
3・ いずみ会有田二郎事務局長事

業報告、会計報告

4・
―橋大学学長杉

山武彦氏 (高

15期)お 話

30 いずみ会創立60周年祝賀会 (体育

館 lR円 形校合食期0

1・ 青山喜彦実行委員長挨拶

2・ 鏡開き

3・ 田中英道いずみ会前会長乾杯

4・ 懇親 ・懇談

30 属月

`≧

当日は、150名を越す実行委員会のメンバ

ーが手分けして、大泉学園駅から校舎体育

館の会場までの角々で、参加者の誘導ある

いは式典の準備 ・進行をおこないました。

記念演奏会では生徒60名にOB/OGの

40名力功口わり、合同演奏が行われました。

生徒の演奏では、寸劇や踊 りなどもあり聴

いても見ても楽しめました。OB/OGは

練習時間もそう多 くは取れないのにもかか

わらず、さすがに先輩 と思わせる演奏の披

露がありました。
*

式典は吹奏楽部OBの ファンファーンで

厳かに始まり、石井会長は初代の室岡校長

の言葉 「剃刀より銘になオ」 を引き合いに、

挨拶をされました。

藤井校長は進学内容の向上、ソフトテニ

スや野球部の活躍など文武両道の校風が実

を結んでいることや、中高二貫校への取組

み状況など、あるいはいずみ会のヽ )ミン

クヘの期待などのお話をされました。

杉山武彦―橋
大学学長は大学経営の変化

や、芝山鹿屋体育大学学長との出会いでの

エピソードにより、先輩後輩のありがたさ

を身をもって体験されたことを例に挙げて

お話されました。

式典には、来賓として校長 ・冨り校長及び

PTA役 員、招待者 として42名の恩師、ま

た喜寿を迎えられた中学 1期 の方々をお祝

いする意味で旧制中学校卒業の皆様などを

お招きしました。
*

式典終了後 lFの 祝賀会場に下り、青山実

行委員長の挨拶の後、田中英道前会長のご

発声で乾杯し、祝賀会がスター トしました。

会場はこのトレーニングルームのみなら

ず、円形校舎 lFの 食堂、体育館 2Fの エン

トランス状のスペースにもしつらえました

が、どこも満員の盛況で、あちこちに談笑

の輪ができていました。

また、校舎 4号棟 3Fに ある「いずみの広

場」では、各期の卒業アルバムや当時の懐

かしい写真を拡大したパネル、あるいは会

員の著作 ・寄贈の 「いずみ会文庫」なども

展示され、歴史の重さ、人材の豊富さなど

が紹介されていました。

祝賀会の終了後は、当日に行われていた

3年生の模擬試験の邪魔にならないように

西側の「]からの退出となりました。その後

駅前近傍の多 くの飲食店などでは、二次会

が多数開催され 「歩けば同窓生にあたる」

状態が続いた夜 となりました。

*

今回は600名を越える方々がご参カロくださ

いましたが、これは、準備段階から多 くの

実行委員、拡大委員のご尽力されている姿

を仲間の方々がご覧になり、参集された結

果かと思います。このことは、期ごとの参

加者の分布にも現れています。

高校36期以降の若い方々は、実生活で多

忙な時期ですから、参加者が多 くは望めな

いこと0ま予想できましたが、呼びかけの工

夫などに至らない面 もあったことは、素直

に反省いたしております。今後の課題 とし

ては、若い期はもちろんのこと、より多 く

の方々への呼びかけなど、魅力のあるイベ

ントの開催に工夫を凝 らす必要があると痛

感いたした次第です。

魅力ある同窓会 とは何かも含めて考えて、

今後の活動の指針としたいと思います。

いずみ会総会 ・懇親会
10月28日 (土)午 後 1時 より 受付開始 (同封のご案内をご覧 ください。)
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いずみ会総会`創立
60周年記念式典,祝賀会

2005(平成 17)年 11月26日、ll■秋の青空の下、486名の卒業生と42名の恩師が∵堂に

母校に会し、いずみ会の発足60周年を祝う式典が盛大に行われました。

記 念 演 奏 会

|1穐轟i      l
吹奏楽部現役生徒によるステージ (指揮 :第 2学年 山村 舞氏)

|ヽ■饉L

藤井文雄校長あいさつ

石井岱二会長あいさつ
押 |■

吹奏楽部 OBに よる演奏 (指揮 :高35期

「マツケンサンバ」まで飛び出して…

―橋大学学長 杉山武彦氏に

よる講演 (高 5期)

ヽ

11

■
‐11■|■|■|■
「いずみの広場」

総 会 ・記 念 式 典

(有田二郎事務局長)

亀亀載

罐鶴翻艤鰺饉翻踏
‐・
` _1囀

祝 賀 会 場 で は最 後 の 打 ち合 わせ

麟艤圃轟轟腱驚1慾 |■ FT― ■

チ ョッ トひ と休 み (第 2会 場 ) なつかしのアルバムを手に

M
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祝 |‐1賀■会

鏡 割 り青山喜彦実行委員長 (高5期 )の 開会挨拶

沼田英一先生 永嶋正俊先生

‖

元気ですよ～ (吉田登代子先生) 笑顔、また笑顔

懐かしい先生方

校歌 ・校友の歌斉唱
指揮 :正垣教義氏 (高15期)

立錐の余地もない会場内
7 . 

√  _.

広瀬和清、芳子両先生

村上 広 実行

委員会事務局長
(高15期)

女生徒たちに囲まれて
■ |
(清水昭守先生) 藤井文

購̈

「5の会」から「6の会」ヘ

仄

乾 杯  /

田中英道前会長 
‐

E― 1占‐ ′■
互いに肩と肩を組み合っての大合唱 ペナン トが引き継がれました
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評議員会報告
総務・企胚
61蔵
縞B鋤

平成18年 6月 3日 (土)13時 か ら母校一

号棟大会議室にて、平成18年度定時評議員

会が開催されました。評議員 89艦
(他に委

任状提出243名 )、一般会員 5名 が出席しま

した。議事に先立ち、石井会長挨拶、本年

4月 1日 付けで都立足立工業高校から、本

校に転任になっただ

…

拶がありまし

た。議長に會田幸子評議員 (高25期)を 選

出し、議事に移 りました。

【早垂篇言語手目ロコラミ】

第 1号 議案 平成17年度事業報告及び収支

決算承認の件 (有田事務局長

及び比嘉会計部長)が 、賛成

多数で承認された。

第 2号 議案 平成18年度事業計画案及び予

算案承認の件 (有田事務局長

及び比嘉会計部長)が 、賛成

多数で承認された。

第 3号 議案 いずみ会規約一部改正の件

(高津規約改正委員長)が、多

数の賛成で承認された。

第 4号 議案 いずみ会役員選任の件
(高津

副会長)

会長  1名 、副会長  3名 、

理事 12名 、監査役  3名 の

候補者が紹介され、承認され

た 。

【幸艮騨 】

1.6o周 年記念祝賀会について (青山委員

長、村上事務局長)報 告された。

2.総 務 ・企画部 (大高部長)

1)同 期会等へは従来どおり支援する。

2)い ずみ会室を洋式にし、机、椅子で

利用するようにした。

3)母 校内の 「いずみの広場」で、文化

祭等に生徒との交流を深めたい。

4)人 材バンクには、現在 170名 強の登

録力`ある。母校の要請で講師 として

派遣するだけでなく、いずみ会室を

不J用してだヽグループの活動も行い、

会の活陛化に繋げてゆきたい。

3.広 報部 彬 山部長)

1)今 年の会報は第50号 となるので、記

念号 として、従来の12ページを16ペ

ージにし一部カラー化する。

2)古 い会報 (1号 から)を お持ちの方
'が
いたら、広報部にご寄付願いたい。

3)ホ ームページの模様替えをし、多 く

の若い方にアクセスして貰えるよう、

努力する。

4.会 員情報部 (大沢部長)

60周年議 簿発行に際し、個人醐

護の観点からのご協力、及び、多数購入頂

いたことにつき、謝辞が述べられた。

(写真は 5ペ ージに掲載)

以上で議事が修了し、引き続き懇親会に

移 りました。

轟鐵

は馬角奪:涜裾塞曇菖軍肇暮璽羹言羹17;:[菰)、議
舞■■s〕〔
いずみ会は、規約に沿つて、平成18年度に次の事業を実施する。

    )
― ‐¨¨‐・‐   一

‐―ヽ 「 」"⌒‐■Bhッ)●)、プ「)、 壼 1 訟全ハ蘭盤          2_平 成18年9月 17日(日)～18日(月)

第 1 いずみ会60周年記念式典と総   参加
し、「いずみの広場」において「い 第 1 総会の開催          2・

半風16年 V月 ■7日 ロヽノ～■0日 月ヽノ

会の開催              ずみ会文庫」を紹介し在校生並びに  平成18年10月28日(土)に開催する。     
予定の母校文化祭に参加し、「いずみ

平成17年11月26日(上)母 校の体育   保護者等
との交流を図つた。     前半は、いずみ会の活動や母校関連事   の広場」

において「いずみ会文庫」

館及び周辺教室等にて開催した。午前中  2.平 成
18年3月13日の卒業式予行日 項の報告、後半は 「6の会」の企画

。運    を紹介すると共に在校生並びに保護

は吹奏楽部現役とOB合 同の演奏会があ    に、
いずみ会入会式を開催した。  営による懇親会を行う。           者との交流を図る。

: 憑 ][L憂季
MI'T・

2倉
麟 鯰 癒

Li[]TR∬
會記卜喜麗

第 2° 会報の発行 ・広報活動の充実  T.規 驚載J彗 蠍
蟹醜墓翼雲11て 評 

°い李兌 単記念事業の反省とまと   

°

I全

会員の加入に際し協力を依頼す

1.会 報いずみ第49号を平成17年10月1    議員会に次
の提案を行う。      め                 5.母 校の中高一貫校問題に積極的に

日に発行した。           ●役旱の辞任手続
き          ・平成

17年度事業・収支決算報告と平成    関わりを持
つ。

2.ホ ームページの充実        ●理事 。監査役の補充選任手続き     18年 度事業計画・予算        
第 6 人材バンクの設立

●改装作業を進めている。        第 7 会財政管理          ●平成17年度いずみ会行事報告     1・ 母校或いは会員からの要請により、

0速 やかな更新を目指して努力した。   1.会 の新会計制度の定着化を図り、適 ●会員情報 (同期会情報等)        登録された人材を派遣し、講演、講

第 3 名簿の発行と会員情報の整備   切
な執行を行つた。        ●新役員の顔ぶれ            話等を行う。

1.い ずみ会名簿「いずみ会創立60周年  2.「 60周年記念事業Jと「
60周年記念名 .母 校関連情報             2.会 の活性化のため、趣味のクラブ等

版」を平成18年2月 にカラー頁込み    簿」の2本の特別会計
を組み、事業 2.ホ ームページの刷新          を設立し、会員相互の親睦を図る。

で発行した名簿には、特集として記    運営のF 整備     第 7 財政管理

念式典。祝賀会のカラー写真、先生  3.万 が一t

方の近況、鬼籍の恩師の思い出、60    預金口I                         ]け
｀各期会  1.会 計制度の定着化と適切な執行

周年記念事業関係者一覧等を掲載  第 8 幹事                         
を2回実施す  2.中 長期収支計画の策定

した。                定時幹事1                                3.会
費納入率の向上推進

2.情 報の精度向上に向け、9月 と12月  (土 )に開催                        
ノ、「60周年記  第 8 評議員会の開催

の2回、各期の会員情報部幹事を集  16年 度事業報告と収支決算」
並びに「平   念名簿」とともに新入会員に配布す   

いずみ会の最高議決機関である評議員

め、データのチェツク等を実施した。 成17年度事業計画と予算」
が承認され   る。               会を平成18年6月 3日 (土)母校にて開

3.名 簿発行に際して、全会員に住所と  たo続 いて、
いずみ会幹事が評議員に、 第 4 将来に向けての運営体制の拡  催す

る。

電話番号の掲載についての意思確認  幹事総会が評議員会
に呼称変更する、規    充              第 9 その他の事業

を行った。             約改正案が提案され承認された。    1.ぃ ずみ会事務室の整備と拡充(常設  1.理 事会の開催

4.名 簿の販売については、式典等機会  第 9 その他の事業          化の推進)            2.監 査会の開催

を見てPRし た結果、予定部数を上   いずみ会の活動を推進
する為、次の事 2.事 務の効率化と事務局体制の確立  3.各 期評議員

の登録更新作業

回る申し込みをいただいた。    業を行った, ィヒ      4。 いずみ会活性化を推進

第 4 将来に向けての運営体制の拡  1.理 事会

充               2.監 査会

1。いずみ会室の整備           の2回

2.事 務処理システムの整備      3.各 期評                         )予
定の卒業

第 5 母校との連携         4.役 員改                        
入会式を開催

1.平 成17年9月18。19日母校文化祭に                      
する。
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ごあいさつ いずみ会会長 石 井 岱 三 (高6期)
新役員紹介

平成 17年 11月 26日、いずみ会創立60周年

記念式典を開催し、盛会裡に終了すること

ができました。現役とOB合 同の吹奏楽部

|こよる音楽会で始まり、午後からは総会を

はさみ、―橋大学
の学長である杉山武彦氏

(高15期)に よる記念講演が行われました。

杉山学長のお話の中にもありましたが、い

ずみ会の歴史 と人脈の厚さや深さ、人材の

多さ、各期 との連携の深さは、いずみ会の

誇 りであり、宝の山であるとあらためて認

識しました。喜寿 (η歳)を 迎えられる先

輩達から、昨年の春に卒業した高校57期に

至るまで、多 くの方に参加していただけた

ことに感謝しております。

式典終了後、別室にて交流会がありまし

たが、600人を超す人達の出席で、盛 り上が

りは自然の現象であると思えました。出席

者の顔には笑顔があり、交わす言葉には、

「よかった」「よい会ですよね」など口々に言

われたときは、涙の出るほどありがたい言

葉だと心に響きました。

この60周年記念式典を企画 。実行するに

は実行委員会として月Jの組織をつくり、青

山冨」会長を実行委員長 として多 くの人達に

委員をお願いしました。この委員の人達の

企画と創造 と努力は、大泉の学風であり、

美しい花でもありました。イベントは、川

の水が上流から下流|こ静かに済Eオtるよう|こ、

自然と会の進行が実施され、同時に時も流

れて終宴することができました。

また、60周年記念事業のひとつに 『いず

み会名簿』の発行があり、平成18年 2月 、

無事発行することができました。この名簿

前半の 「アルバム」には、記念式典の様子

が特集 となって掲載されています。未見の

方は、是非ご覧になって下さい。同時にご

自分の期のページもお確かめいただきたい

と思っております。

平成18年度の新しいいずみ会スタッフが

決まり、新たな前進を期待しています。本

年はいずみ会の方向を決める年と思ってお

りますので、皆様からもご意見、ご要望を

お寄せ下さい。瑞 力をお願い申し上げま

す。

石井 岱三 (高 6期 )

システム担当、会計部長代行

杉山 肇 (高 6期 )

規約担当 中本 攻 (高13期 )

母校担当、人材バンク担当、

∞周年記念事業担当

早り|1 淳 (高13期 )

事務局長  有田 二郎 (高6期 )

総務 ・企画部

村井 和郎 (高6期 )

広報部長  須藤 一彦 (高 9期 )

会計部   員田 宗興 (高11期 )

総務 ・企画部長

大高 光蔵 (高13期 )

会計部  平野 忠雄 (高13期 )

総務 ・企画部

國谷 俊之 (高14期 )

会計部  櫛 合子 (高14期 )

中高一貫校担当

中川 徹夫 (高15期 )

会員情報部長、広報部 (HP担 当)

村上 広 (15期 )

広報部  宮本 正信 (高20期 )

会員情報部、総務企画部

竹林 悦子 (高27期 )

比嘉 高 (高 4期 )

大沢 登 (高 5期 )

高津 幸一 (高13期 )

会 長

冨」会長

副会長

副会長

事

事

　

事

事

事

　

事

事

理

理

　

理

理

理

　

理

理

申申　申　申申　轍轍轍

評議員会出席者一覧

【中 1期】猪股麒一郎、 大和田啓三朗、 春日孟、 永川俊彦、 本村

證二 【高 1期】 池田茂 【高 2期】 稲村啓、 高橋宏、 武見健三

【高 3期】 諏訪好一郎、 仙田場一、 山岡竹三郎 【高 4期】 新井

秀幸、 カロ羽沢暉幸、 橋本宏、 比嘉高 【高 5期】 青山喜彦、 大澤

登、 嶋正彦、 滝沢宏夫、 松岡五郎 【高6期】 有田二郎、 石井岱

三、 杉山肇、 高松範、 西多英治、 村井和郎、 村上昇、 神田計子、

梅澤やよひ、 舛巴淳子、 岡田昭子、 高取都 【高 7期】 岡野朝子

【高 8期】 新井正晴 【高 9期】 須藤一彦、 清水信、 大軒史子

【高10期】井上康子、 羽根田千賀子、 保延義夫、 長島慶子、 野口

悦子、 田島寛、 藤田肇、小メII皓司、 羽根田達治、 廣川和男、 鈴木

京子、 前川禎男 【高11期】 カロ藤多鶴子、 加藤勇、 真田宗興、 富

田順子 【高12期】 相′‖光夫、 板橋昭寿 【高13期】 早川淳、 高田

勲、 平野忠雄、 山本章義、 中本攻、 豊田壱美、 イヽ松富貴子、 国

澤栄子、 大高光蔵、 松尾洋、 渡辺昌克、 高津幸一、 戸田一誠

【高14期】増岡建吾、 布施百合子、 國谷俊之、 三原寿太郎、 篠原

庸雄 【高15期】 中川徹夫、 村上広、 久保田繁 【高16期】 神山宣

彦、 橋元宏、 大場修一 【高18期】 杉山明美、 安斉秀行

【高20期】 菊池素子、 土肥暁美、 金子研一、 宮本正信

【高21期】 植村久、 鈴木文明 【高24期】 真柳仁、 山川新

【高25期】 會田幸子 【高27期】 飯田良弘、 宇野伸一、 竹林悦子

【高31期】 原秀年、 高瀬浩和 【高32期】 仲沢浩一

【高48期】 F]脇卓也 【高53期】 西敬徳

桜
井
宏

君
（第
５
代
〈真

）を

悼
む

武
見
　
健

三

（高

２
期
）

桜
井
君
と
は
小
学
校
か
ら
旧
制
大
泉
中

四
年
ま
で
十
年
間
同
じ
学
校
に
通
い
ま
し

た
。
彼
は
学
究
的
、
私
は
体
育
会
系
な
の

で
学
園
生
活
の
思
い
出
は
少
な
い
の
で
す

が
、
終
戦
間
も
な
い
時
期
の
英
語
の
時
間
、

彼
は
先
生
の
間
違

い
を
指
摘
し
た
り
、
質

問
で
先
生
を
困
ら
せ
た
り
す
る
ほ
ど
英
語

が
堪
能
で
し
た

後
で
聞
く
と
、
そ
の
頃
独
学
で
英
語
を

一
番
勉
強
し
た
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
が
社
会
に
出
て
か
ら
も
海
外
勤
務

や
国
連
で
の
活
動
の
基
礎
に
な

っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

彼
は
数
年
前
か
ら
技
術
リ
テ
ラ
シ
ー
特

に
学
校
教
育
で
こ
の
分
野
が
欠
け
て
い
る

と
気
づ
き
日
本
工
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の

「技

術
リ
テ
ラ
シ
ー
・タ
ス
ク
・
フ
ォ
ー
ス
」
の

主
査
と
し
て

「学
校
で
は
技
術
に
つ
い
て

何
が
教
え
ら
れ
る
べ
き
か
」
と
い
う
報
告

書
を
纏
め
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
は

こ
れ
か
ら
の
学
校
に
お
け
る
技
術
教
育
の

指
針
と
な
る
も
の
で
こ
の
分
野
に
大
き
な

足
跡
を
残
し
ま
し
た
。

い
ず
み
会
に
於
い
て
も
会
長
、
理
事
、

監
査
役
な
ど
を
歴
任
し
会
の
活
動
に
協
力

し
て
い
ま
し
た
が
、
私
達
一局
２
期
に
と

っ

て
は
四
年
前
彼
が
音
頭
を
取

っ
て
同
期
会

を
復
活
さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
陰
で
七
十
才
を

過
ぎ
て
か
ら
卒
業
時
の
約
半
数
を
集
め
て

再
発
足
し
以
後
毎
年
続

い
て
い
ま
す
。　
一

月
二
十
六
日
に
は
彼
の
病
を
気
遣

っ
て
十

六
名
が
集
り
励
ま
し
ま
し
た
が
こ
れ
が
同

期
の
仲
間
と
の
最
後
に
な
り
ま
し
た
。
四

月
十
五
日
の
同
期
会
で
は
遺
影
を
飾
り
彼

を
偲
び
ま
し
た
。
本
当
に
得
が
た
い
友
達

を
亡
く
し
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
心
か
ら

冥
福
を
祈
り
ま
す
。

新役員の皆さん

鐵18筆1茫苺ヽ雪み欝

評議員会 (本文 は 3ペ ージ)
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平成17年度 収支決算
(自平成17年4月 1日～至平成18年3月 31日)

貸 僣 対 照 表
(平成18年3月 31日現在)

単位 :円(収入の部)
科 目
入会金

前受金戻入

当期入金分

会費

前受金戻入

当期入金分

寄付金

総会参加費

名簿関係収入

名簿売上

予約金戻入

積立金戻入

広告料

前受金

入会金

会費

雑収入

特別会計戻入

60周年事業

60周年名簿

平慮7年度予算(A)

1,215,000

1,115,000

100,000

3,100,000

2,460,000

640,000

1,400,000

1,750,000

5,742,316

720,000

474,000

3,548,316

1,000,000

3,800,000

1,000,000

2,800,000

10,000

0

0

0

単位 :円

平成17年度扶額(D 差引(B―A)  B/A(%)備 考

1,140,000 △ 75,000     938

1,115,000           0         100 0

25,000 △ 75,000     250

2,916,000 △ 184,000     941

2,460,000           0         100 0

456,000 △ 184,000     713

1,338,545 △ 61,455     956

2,120,000     370,000         121 1

7,094,316   1,352,000         123 5

1,413,000     693,000         196 3

474,000           0         100 0

3,548,316           0         100 0

1,659,000     659,000         165 9

3,458,000 △ 342,000     910

1,090,000      90,000         109 0

2,368,000 △ 432,000     846

6,340  △ 3,660     634

2,606,871   2,606,871           -

540,863     540,863           -

2,066,008   2,066,008           -

資

科 目 20勝 331現 2006331

定期預金 27,626,39227,628,725

科 目

入会金前受金

会費前受金

名簿予約金

負債合計

2005331 2006331   増 減

1,115,000 1,090,000  △25,000

13,390,00013,298,000  △92,000

474,000     0 △474,000

14,979,00014,388,000  △591,000

正 味 財 産

単位 :円

予 算 (A)実 績 (B) 差 引

3,250,000       3,620,000         370,000

1,750,000       2,120,000         370,000

930,000         930,000               0

170,000         170,000               0

400,000         400,000               0

単位 :円

予 算 (A)実 績 (B) 差 引

3,250,000       3,079,137         170,863

250,000         233,880          16,120

300,000    326,641   △ 26,641

135,000          23,843         111,157

1,400,000   1,570,713   △ 170,713

500,000         517,798       ∠ゝ 17,798

300,000         178,550         121,450

365,000         227,712         137,288

0         540,863         540,863

増 減

2,333

2 658.826普通預金

振替口座

現  金

5,647,630  587,330△5,060,300

198,002  132,612  △65,390名簿積立金 3,548,316 1,866,008△1,682,308

月1途積立金 15,000,00015,000,000      0

次期繰越金 3,227,223 3,036,000 △191,223

正味財産計 21,775,53919,902,008△1,873.531

合 計 36,754,53934,290,008△ 2,464.531 合 計 36,754,53934,290,008△2,464,531

いずみ会60周年記念事業特別会計収支
(自平成17年 4月 1日～至平成18年 3月 31日)

イヽ 計

前期繰越金

17,017,316  20,680,072   3,662,756

3,227,223   3,227,223           0

121 5

100 0

(収入の部)

科  目

一般会計より

総会参加費

60周年(母校)協賛費残高相当額

前年度総会費残高相当額

一般会計より

(支出の部)

科  目

支出合計

会場費

準備費

記録 ・広告費

懇親会食料費

懇親会雑費

記念事業諸経費

予備費

一般会計に戻入れ

合 計

(支出の部)

科 目

総会関連費

開催費

準備費

役員 ・評議員会合費

評議員会開催費

理事会 ・委員会費

総務 ・企画活動費

監査役会費

広報費

会報印刷関連費

会報発送関連費

封筒作成費

振込用紙印刷費

ホームページ関連費

広報部活動費

会費関連費

口座振替手数料

会計部活動費

名簿関連費

新入会員名簿作成費

会費情報部活動費

母校連絡費

会員活性責

消耗品費

什器備品等
ハード (パソコン)

ソフト (パソコン)
いずみ会室関連費

業務委託費

雑費

予備費

20,244,539  23,907,295   3,662,756

差引(A-3)

0

0

0

153,586

55,174

50,511

47,901

18,389

633,402

195,940

353,513

13,700

14,550

18,120

37,579

20,394

△ 3,270

23,664

76,630

70,000

6,630

85,359

20,000

50,000

42,250

△ 7,750

50,000

165,989

300,000

41,030

100.000

118 1

単位 :円

B/A(%)備 考

65 9

77 9

49 5

52 1

81

82 4

75 5

84 6

94 0

90 3

74 1

24 8

87 3

103 3

60 6

73 6

00

97 0

14.6

00

00

78 9

105 2

00

83 4

00

17 9

00

100.1

140 1

109 0

84 6

収 支 残

(収入の部)

科  目

一般会計より

名簿積立金戻入

名簿前受金戻入等

広告費売上

一般会計より

(支出の部)

科  目

支出合計

会議費

販売促進費

広告募集費

データ調査費

データ加工費

広告制作費

記事作成費

印刷費

運搬費

発送費

雑費

広告料請求関係費

予備費

一般会計に戻入れ

実 績 (B)

7,294,316

3,548,316

1,887,000

1,659,000

200,000

実 績 (B)

5,228,308

28,757

135,380

46,858

263,453

49,980

単位 :円

差 弓|

1,352,000

0

693,000

659,000

0

単位 :円

差 引

714,008

21,243

△ 35,380

3,142

16,547

20

予 算 (A)

5,942,316

3,548,316

1,194,000

1,000,000

200,000

予 算 (A)

5,942,316

50,000

100,000

50,000

280,000

50,000

400,000

50,000

3,800,000

50,000

367,500

100,000

10,000

634,816

0

平血7年度予算(1) 平成17年度実績(3)

0          0

0        0

0        0

450,000     296,414

250,000     194,826

100,000      49,489

100,000      52,099

20,000       1,611

3,600,000   2,966,598

800,000     604,060

2,300,000   1,946,487

230,000     216,300

150,000     135,450

70,000      51,880

50,000      12,421

160,000     139,606

100,000     103,270

60,000      36,336

290,000     213,370

70,000           0

220,000     213.370

100,000      14,641

20,000           0

50,000           0

200,000     157,750

150,000     157,750

50,000           0

1,000,000     834,011

300,000            0

50,000       8,970

100 000            0

いずみ会60周年記念名簿特別会計収支
(自平成17年4月 1日～至平成18年3月 31日)

60周年記念事業へ     3,250,000 3,620,000 △ 370,000    1114

60周年記念名簿へ     5,942,316 7,294,316△ 1,352,000    1228

/J  ヽ 計

積立金繰入

前受入会金

前受会費

名簿積立

15,532,316 15,547,287 △ 14,971

3,800,000   5,324,008△ 1,524,008

1,000,000 1,090,000 △ 90,000

2,800,000   2,368,000     432,000

0 1,866,008△ 1,866,008

合 計

(収支の部)

項 目

収入合計

支出合計

収支残

別途積立金繰入

次期繰越金

19,332,316 20,871,295△1,538,979

予 算   実 績

20,244,539  23,907,295

19,332,316  20,871,295

912,223   3,036,000

0

3,036,000

1080

単位 :円

251,870         148.130

28,697          21,303

3,964,475   △ 164,475

46,200           3,800

332,750          34,750

76,168          23,832

3,720           6,280

0         634,816

2,066,008       2,066,008

収 支 残
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平成18年度 収支予算
(自平成18年 4月 1日～至平成19年3月 31日)

(収入の部)

科 目

入会金

前受金戻入

当期入金分

会費

前受金戻入

当期入期分

寄付金

総会参加費

名簿関係収入

名簿売上

予約金戻入

積立金戻入

広告料

前受金

入会金

会費

雑収入

平成17年度実績(B)

1,140,000

1,115,000

25,000

2,916,000

2,460,000

456,000

1,338,545

2,120,000

7,094,316

1,413,000

474,000

3,548,316

1,659,000

3,458,000

1,090,000

2,368,000

6.340

単位 :円

増減(予算―A)

△ 100,000

△ 25,000

△ 75,000

△ 191,000

△ 51,000

△ 140,000

△ 400,000

△ 1,375,000

△ 5,592,316

△ 570,000

△ 474,000

△ 3,548,316

△ 1,000,000

△ 600,000

0

△ 600,000

110,000

平成18年度予算  平成17年度予算(A)

1,115,000      1,215,000

1,090,000      1,115,000

25,000        100,000

2,909,000      3,100,000

2,409,000      2,460,000

500,000        640,000

1,000,000      1,400,000

375,000      1,750,000

150,000      5,742,316

150,000        720,000

0        474,000

0      3,548,316

0      1,000,000

3,200,000      3,800,000

1,000,000      1,000,000

2,200,000      2,800,000

120,000         10,000

11,905,000  20,244,539  21,300,424 △ 8,339,539

単位 :円

平成18年度予算 平ぬ7年度予算(A) 平成17年度実績(B)  聯  (予算―A)

いつも、いずみ会の活動にご協力頂き有難うございます。昨年

は60周年記念式典を開催 し記念名簿を発行することができまし

た。これも会員の皆様のご支援の賜物 と感謝いたしております。

今回、あらためて `・会費納入促進のお願い"と 題 して拙文を掲

載いたしました。平成18年度の予算で見ると、いずみ会の収入の

うち前受金3"万 円はいずみ会が会員から預かっている金なので

これを除 くと、今年度に利用できるものは新入会員の入会金約

110万円、会費約290万円t会員の皆様からの寄付100万円と前年度

からの繰越金約300万円その他の雑収入などで凡そ870万 円位で

す。現在の会員約 2万 2や＼ として、一人当たり約400円 にしかな

りません。この数字を多いと考えるか、少ないと考えるかどちら

が正しいと決められるものではありません。

しかし、多 くの会員の皆様の力を活用させて頂き、会員の皆様

のお役に立つように 『熱 ) ンヾク』設立の準備を進めるなど、資

金需要もいろいろとあります。会報も、従来は12ページ+2ペ ー

ジ(会費納入者一覧表)の14ページでしたが、本号は50号を記念し

16ページに増し、一部カラー印届」を採用 しました。会員の皆様力
'

心を通わし交流を深める場のひとつとして、会報については今後

とも一層の充実を図りたいと考えています。その郵送費も、住所

の半」明している全ての会員の皆様に会報をお届けするためには、

約220万円の郵送費が必要となります。

皆様のお役に立つ仕事をするための資金の需要は今後も益々増

えるものと考えますが、今後、会員数は減少してゆきます。ご承

知の通 り、東京都教育庁は大泉高校を、中高一貫教育校 として指

定しました。実施されますと、将来のいずみ会への入会者は毎年

5組 ×40名で200名 と予想されます。かつて、500人 を超す卒業生

がいたときを考えると半分以下になってしまいます。

60年を超すいずみ会の伝統を受継ぎ、未来の後輩たちに引き渡

すためには、従来以上に、会員の皆様のご協力をお願いすること

になりますが、更に、同期会 とかクラス会 とかの機会には、皆様

声を掛け合つて一人でも多 くの会員の皆様が資金面でも、入会金、

会費あるいは寄付という形でいずみ会をご支援下さいますよう、

重ねて、お願いいたします。

会計部長代行 杉山 肇 (高6期 )

平成17年度 新入会員入会式報告
いずみ会は、卒業生全員を新入会員として受け入れていますが、

都教育庁の要請があって、 3年 前から新入会員の登録や入会金の

徴収を会が自主的ヤこ行っています。

平成17年度卒業生 (高58期)に 対 しては、昨年より前倒 しで、

10月下旬に3年 生のクラス担任の先生にお願いして、登録カー ド

と入会金の払込票を配布していただきましたカミ 12月までに、全

員が会員登録を済ませ、同時に入会金の納入も始まりました。

いずみ会では、卒業式前日の予行日に 「入会式」を開催 し、入

会歓迎の挨拶、OB・ OGの 活躍ぶりや会の活動状況のPR、 各

クラス評議員の紹介、入会金納付の呼びかけなどを行っています。

本年の入会式は、 3月 13日に母校体育館 3階 の卒業式会場で開

催されました。大場修一副会長 (高16期)よ り、卒業を祝 し、卒

業生の全員を同窓生として 「いずみ会」への入会を歓迎するとの

挨拶があり、高校58期生も掲載されている 「いずみ会名簿 ・創立

60周年記念版」を、卒業記念品として全員に贈呈 しました。

入会式の後、円形校舎 3階 のいずみ会事務室に、各クラスの評

爾稚讐夕射IT浴鸞鸞猾雪蓼響難
こんな部屋があつたん |(2組 )高 稿 達徳  前川 典子

だ/」 と喚声があがり、1(310石 塚 歩登  澤本 彩夏

グリーンの表紙の色鮮 |(4組 )榎 本  誠  林  薫里

やかな名簿を次々と受 |(5組 )秋 山 大海  III 雄高

小 計

前期繰越金

8,869,000     17,017,316

3,036,000      3,227,223

18,073.201 △ 8,148,316

3,227.223  △ 191,223

合 計

(支出の部)

科 目

総会関連費

開催費

準備費

役員 。評議員会合費

評議員会開催費

理事会 ・委員会費

総務 ・企画活動費

監査役会費

広報費

会報印刷関連費

会報発送関連費

封筒作成費

振込用紙印刷費

ホームページ関連費

広報部活動費

会費関連費

口座振替手数料

会計部活動費

名簿関連費

新入会員名簿作成費

会員情報部活動費

母校連絡費

会員活性費

消耗品費

什器備品等

ハード (パソコン)

ソフト (パソコン)

いずみ会室関連費

業務委託費

雑費

予備費

60周年記念事業へ

60周年記念名簿へ

505,000

375,000

130,000

620,000

250,000

220,000

150,000

10,000

230,000

150,000

70,000

40,000

170,000

120,000

50,000

290,000

70,000

220,000

100,000

20,000

50,000

0

0

0

0

50,000

150,000

0

0

0

450,000

250,000

100,000

100,000

20,000

0        505,000

0        375,000

0        130,000

296,414 170,000

194,826              0

49,489        120,000

52,099 50,000

1,611      ∠ゝ 10,000

3,540,000   3,600,000   2,966,598   △ 60,000

850,000        800,000 604,060 50,000

△ 100,0002,200,000      2,300,000      1,946,487

230,000

150,000

70,000

50,000

160,000

100,000

60,000

290,000

70,000

220,000

100,000

20,000

50,000

200,000

150,000

50,000

300,000

50,000

100,000

139,606

103,270

213,370

0

213,370

14,641

0

10,000

20,000

216,300              0

135,450              0

51,880              0

12,421   △ 10,000

36,336      △ 10,000

/」ヽ 計

積立金繰入

前受入会金

前受会費

名簿積立

1,390,000      1,000,000

0

0

0

0

0

0       0

157,750  △ 200,000

157,750  △ 150,000

0      ∠ゝ 50,000

834,011        390,000

0  △ 300,000

8,970              0

0         50,000

0      1.866.008        200,000

0   3,250,000   3,620,000 △ 3,250,000

0   5,942,316   7,294,316 △ 5,942,316

6,895,000  15,532,316  15,547.287 △ 8,637,316

3,400,000   3,800,000   5,324,008  △ 400,000

1,000,000      1,000,000      1,090,000              0

2,200,000   2,800,000   2,368,000  △ 600,000

200,000

合 計

(収支の部)

項 目

収入合計

支出合計

収支残

10,295,000     19,332,316

予 算

11,905,000

10,295,000

1,610,000

20,871,295 △ 9,037,316

け取っていきました。 |

こうして、新入会員 |

275名 は会員 としての |(6組 )鈴 木 彩織

第一歩を印しました。 1(7組 澤田 佳織

荻野 夏子  種村 真里

馬場 雄大

長野 光一郎

種村 康弘

単位 :円
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「5の会」の

時は2004年 10月31日、総会後の懇親会で

「4の 会」比嘉高氏 (高4期 )か ら「5の会」

久我裕氏 (高5期)に 厳かに 【ペナント】
が渡され、これで本当に 「5の会」担当の

60周年記念式典 と懇親会が始まるのかと身

震いがしてきた。

“いずみ会60周年を祝い、全会員で記念

行事を楽しもう/"を スローガンに会合を

持ち、青山喜彦60周年記念事業実行委員長

(高5期 )のもとに、副委員長に松岡五郎 (高

5期 )、久保田繁 (高15期)両氏を、事務局

長に村上広氏 (高15期)を 選出。高校 5期

(嶋正彦氏、大澤)、高校 15期 (中川徹夫氏、

仙澤龍雄氏、森田陸四郎氏)、高校25期 (會

田幸子氏、谷口俊三氏、宮川修作氏)、高校

%期 (下村玲子氏)、高校45期 (中郵良樹氏)

のメンバーを中心に委員会を組織して取 り

かかった。

会合は、A/J 混ヽぜて数知れず (月2回 以

上)開催された。いずみ会室や加藤勇氏 (高

11期)所 有のマンション会議室で、時には

夜遅 くまで議論を闘わせた。問題点は数々

あった力S、とりわけ会場の選定が難問だっ

た。50周年経験者、同期会経験者、高校関

係者などなど、皆それぞれに意見と理屈が

あり、結果 として母校大泉に決着した。

具体案の作成段階からは、「5の 会」メン

バーに力日え、いずみ会から有田二郎事務局

長 (高6期 )、大高光蔵総務企画部長 (高13

期)、西澤正博氏 (高28期)、清水由里氏 (高

28期)の 戦力を得て、記念行事の成功に向

け突進していつた。期日が近づ くに従い拡

大委員会の増員を図ることとなり、多 くの

いずみ会員に快 く引き受けていただいた。

当日の役割分担名簿には、2001年卒業の西

平成 7旬 に υゝずみ会創立50周年記念祝

賀会が、800余名の参加をもって盛大に開

催され、田中英道前会長 (現顧間、中 2期 )

のもと、新生いずみ会初めての大事業とし

て、大きな盛 り Lが りを見せました。

この記念祝賀会は、平成 3年 の母校創立

50周年をお祝いするために結集した、各期

の幹事を中心 としたメンバーカヽ 新生いず

み会 として、組織の再建のために規約を全

面的に改正し、会費制を導入し、名簿の整

備を改めて進め、いずみ会 としての基盤を

再構築するための契機とすべ く、総力をあ

げて実施したイベントでした。

この活力を翌平成 8年以降も持続し、い

ずみ会の活性化を確実に進めていこうとい

う隻覗重が盛 り_L力
'り
、例有セ参力Eltも少なく

低調であつた総会 ・懇親会を、それまでの

執行部主導ではなく、各期の創意 ・工夫を

結集 した運営に変更 したらどうかとの提案

が出されました。

そこで、具体的には、19%年 度にちなん

で、卒業期の末尾一桁が 6の 期 (当番期)

が 「6の 会」を結成して準備 と実施にあた

敬徳氏 (高53期)を はじめ18名 もの名前が

連なり、皆それぞれにご活躍いただいた。

この場を借 りて厚 くおネL申し上げたい。

「5の 会」会員には、スローガンに “5

で、GO、 GO/"を 新たにカロえて参力賭 を

募った。最後の心配は天気だった。

2005年 11月26日、式典当日は快晴でしか

も暖かく、大泉学園駅方面から歩いてくる

沢山の参加者を出迎えながら、私は感激し

ていた。

体育館 3階 では定刻に會田氏の司会で行

事が始まり、吹奏楽からヨ酵念デじ輿、静聡会、

杉山武彦一橋大学長 (高15期)の 講演 と進

み、引き続 き会場を 1階 に移しての祝賀

会 ・懇親会と盛 り上がり、正垣教義氏 (高

15期)指 揮による校歌、校友の歌を大声で

合口昌した。

そしてあの 【ペナント】を 「5の会」嶋

氏から 「6の会」井上暉夫氏 (高6期 )に

手渡し、「5の会」の大きかつた役目は無事

終わつた。大澤の音頭で三本締めをして、

盛会のうちに記念行事は閉会を迎えた。同

窓生を送り出す青山実行委員長の目が潤ん

でいたのがF口象的だった。

「5の会」のメンバーの皆さん、本当に

ご苦労さんでした。まてよ、知周年はまさ

か 「5の会」力池 当ではないでしょうね。

ることとし、開催時期も従来の 6月 から10

月に移して、この構想を実現することとな

ったのです。

この試みは、懇親会の運営や集客の点で

大成功を収め、参加した多数の会員の評判

も上々でした。翌年の 「7の会」への引継

ぎも円滑に進み、以降この方式が定着し、

年を追って懇親会の内容も工夫がこらされ、

充実したものとなりました。

この流れと実績を受け、昨年度は 「5の

会」を中心にして 「いずみ会60周年記念事

業実行委員会」が結成され、秋には母校大

泉高校で 「いずみ会60周年記念式典 ・祝賀

会」が盛大に挙行されたことは、皆様ご承

知のとおりです。

そして今年は、当番期制がいよいよ2巡

目に入 ります。この10年間の歴史 と実績を

振り返ると、最大の課題は若い期の取 り込

み、参加の拡大です。

「新 6の 会」では、これを踏まえ、若い

会員との交流 ・親睦を更に深めよう、若い

期の参加をもっと増やそう、楽しい充実し

た会にしよう、という抱負の下で準備を進

めています。どうぞご期待 くださいノ多数

の会員のご参加をお待ちしております。

新 6の 会 :大場修一 (高16期)

に約170嗜の登録がありました。

《カテゴリー別には》

法曹界 ・9名 。税務 。経理 ・3名 。建築関

係 。11名。事業 。経営者 ・16名。芸術 。芸

能 。16名。学者 ・教育界 ・25名。医学等 ・

10名。マスコミ・7名 。技術 ・2名 。スポ

ーツ ・6名 。金融 ・5名 。その他

一部カテゴリーに納まらない人がいらっ

しゃいましたが、皆さんすごい人たちです。

引き続き募集中です。自薦他薦を問わず、

ご登録をお願いします。

《今後の推進について》

1.名 簿を分かりやす く整理し、作成しま

す。 (※個人情報に留意します。)

2.登 録者の初顔合わせ ・交流会を来年 2

月に開催します。

3.新 校長のお考え 。ご要望に、出来るだ

けご支援 ・ご協力を行います。

4。 いずみ会 ・会員活性化 として、先ず出

来ることからスター トします。

1)い ずみ会室を活用した、教室 。講座

を順次 ・開催します。 (定員10名程度)

2)趣 味を通し、特|こ初 さ者の入会促進

とサークノИヒを図ります。

3)参 加費用は原則無料、実費負担 (講

師の皆様にも負担を掛けません。)

取 り急ぎ、下記内容が決定 しました。

① 「源氏物語が今、新しい」

テキス ト用意いたします。

※チ携劃順10名 まで

(講師 :大軒史子・高 9期 、元青山学

I♭i三̈ )

② 「生き生き健康マージャン教室」

初心者大歓迎、ベテランもどうぞ。

(代表幹事 :青山喜彦 ・高 5期 )

③ ,違 がゆたかになる。囲碁同好会」

初 心者へ懇切指導、ベテランもどうぞ。

(代表幹事 :田島寛 ・高10期)

★これからのご案内はHPで 行います。

お問い合わせは総務企画部大高まで。

☆上記 3講 座に参加ご希望の方は、同封

のハガキにその旨ご記入下さい。

平成17年 9月 18日 (日)・19日 (祝)の両

日、大泉高校の文化祭が開催されました。

いずみ会では、今回も 「いずみの広場」

を開放し、「いずみ会文庫」の蔵書約180点

を展示しました。 4年 目となるこの企画は

相変わらず好評で、前年をさらに上回る述

べ532名もの方にご来場いただきました。

大泉高校の歴史を刻んだ数々の展示物や

音の校舎等を写したパネルを前に、大泉の

伝統を改めて確認された保護者の方も多 く

いらっしゃいました。学校見学に来たらし

い中学生とおぼしき面々も、有名人の著作

の数々に東」激を受けた様子でした。

会報がお手元に届 くときには、今年の文

化祭は終わってしまっているのですが、毎

年 9月 に開催しておりますので、是非
一
度

母校の “祭"に お越しください。

人材バンクが
いよいよ動き始めます

昨年10月にご案内いたしました趣意書

大澤 登 (高5期 )

=本 締めでまいりましょう″

2巡 目への期待と抱負
若い力を求めて

文化祭参カロ報告
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着任のこあいさつ

校長 小 林 洋 司

藤井前校長先生の後

を受けて、この 4月 に

足立工業高校から着任

しました。以前本校へ

は 2鰊 たことがあり

ます力ヽ まさか自分の

勤務校になろうとは露

|まども思いませんでし

た。本校の第一F「象はとにか く広いという

ことです。23区内の都立普通科高校 として

は、随一 と聞いていますカミ 単に敷地だけ

でなく校舎 も広いと感じました。生徒諸君

は、授業はもとより、部活動に熱心に励ん

でいる姿が印象的です。授業も静かな中で

行われており、私が今まで勤務してきた学

校の中では最 もよい学習環境です。平成22

年度から中高一貫教育校へと移行しますが、

その準備をするのが私の役割だと思ってい

ます。併せて、地域や保護者の期待に応え

て、これまで築いてきた本校の実績をさら

に発展させることも重要な使命だと考えて

います。自宅が千葉県ですので、今までは

東部地域の都立高校に勤務しておりました。

通勤は、県境である江戸り||を含めて、全部

で 5本 の川を渡 り、片道50キ ロの移動で

す。専門は政治経済ですが、歴史地理にも

興味を持っています。着任当初、本校の校

名でもある 「大泉」の地者は、どこから発

生したのであろうかと考えました。おそら

くは昔この地域のあちこちからわき水が出

ていたのが地名の起 こりであろうかと思い

ます。それらのわき水が集まって白子チ||、

石神井り!|のような川ができたのであろうと

勝手に想像しています。何はともあれ、ど

うぞよろしくお願いいたします。

日
進 路 状 況  C囃 綸 0

「[=lZ端ヽ 」

北海道 1、 東北 1、埼玉 6、 東京外語 3、

東京学芸 7、 東京農工 4、 東京工業 4、 お

茶の水女子 1、 電気通信 4、 横浜国立 2、

鹿児島 1、 弘前 1、 山梨 1、静岡 lt香 り||

1、 宮崎 1、首都東京 4、 大阪市立 1、 国

立看護大学校 1、航空大学校 1 合計46名

「中

青山学院15、亜細亜 5、 跡見学園女子 2、

学習院 15、学習院女子 2、 神奈川 4、 北里

5、 杏林 3、 国立音楽 1、慶応義塾1∝ 工

学院 4、 国学院 4、 国際医療福祉 1、 国士

舘 2、 駒沢18、芝浦工業14、順天堂 2、城

西 2、 城西国際 2、 上智10、昭和 1、 昭和

女子 2、 昭和薬科 2、 女子栄養 1、 自百合

1、 成曖2&成 城 8、 専修 7、 大正 3、 大

東文化 7、 拓殖 1、 玉川 2、 多摩美術 1、

中央33、津田塾 1、 帝京 2、 帝京平成 2、

東海 5、 東京家政 5、 東京経済 1、 東京工

科 1、 東京女子 6、 東京女子医科 1、 東京

電機 7、 東京農業 11、東京薬科 1、東京理

科 19、同志社 4、 東邦 1、 東洋24、独協

4、 日本30、 日本社会事業 6、 日本獣医畜

産 2、 日本女子 6、 日本女子体育 1、 日本

男子ソフトテニス部

関東大会進出

僕達男子ソフトテニス部は、今年関東大

会に団体で出場することができました。僕

達は関東大会出場を目標 として練習 してき

ました。

今思うと頑張って練習 してきて本当に良

かったと心から思います。練習には休みが

無 く、毎日毎日、雨でも練習 してきました。

ソフ トテニス部代表チーム ひらき
前列左 か ら 3人 め (手に帽子 )が 開 くん

後列左端が顧間の声 田先生

女子バスケツトボール部
都大会進出/
東京都には、都立。私立合わせて335校の

女子バスケットボール部があり、 1部 から

4部 まで分かれていて、年に3回 入れ替え

戦が行われます。ベス ト16までが 1部 とな

っています。

大泉は、先輩たちの代から、毎回 1部 に

挑戦するものの、あと一歩のところで 1部

になることが出来ませんでした。

自分たちの代 となり、研修大会 ・

区民大会共に優勝し、一年生も入 り

総勢3り、で挑んだ 6度 日、自分にと

っては最後の大会。心強い応援に後

押 しされ、一人一人の集中 も高 ま

り、東京サTを 破 り、 1部 昇格を果

たすことができました。この成績は

大泉のここ25年で最高の成績です。

最後の試合は前年度全国優勝の東

京成徳とでした。最初はスピードに

圧倒されたものの、後半は5点 差 と

健闘し、見ている人に楽しさと感動

赤十字看護 1、文化女子 1、文教 3、 法政

38、鵡 22、畔 2、翻 5、繭

野美術 3、明治60、明治学院15、明治薬科

6、 日自 1、立教42、立命館 6、早稲 田

55、その他27

¨

合計640名

埼玉医科 1、東京家政 3、 東京成徳 1、東

京農業 1、 日本歯科 1、武蔵野女子 1、 山

脇学園 1、立教女学院 1    合計10嗜

毎日なので怪我もちょくちょくしてはいま

したが、みんなそれを耐え抜いてきました。

関東大会出場を賭けた東京都予選団体で

は、ベス ト4決 めで、冬に大敗した学校 と

再び当たりましたが、 リベンジすること力
'

できました。結果として東京 3位 になり、

関東大会出場を決めました。皆抱き合って

喜びました。それほど僕達はこの大会に賭

けていました。僕にとっては引退 も掛かっ

ていたので気迫がみなぎっていました。

6月 3日 に宇都宮市で行われた関東

大会では、 1回戦目に山梨の石和高校

と当たり、負けてしまいましたが、ス

トレー ト負けではなく、最後のペアま

でもつれる試合となりました。この結

果を見て、今まで僕達がやってきたこ

とは間違いではなく、頑張っただけの

結果が出せました。これも先生やOB・

OGの 方々、そして支えあってきたチ

ームメイ トのおかげだと思います。ぜ

ひ後輩たちには来年 も出場してもらい

たいと思っています。

開 健登  3年

を与え、悔いの無い最高の形で自分は引退

することができたと思っています。

都ベスト16という結果を残せたこと、最

高の指導者山下先生にバスケを教えてもら

うことができたことを光栄に思います。部

員一同大好きな山下先生、友達、先輩、線

支えてくれた全ての人へ、今まで有難うご

ざいました。

これからも女子バスケットボール部をよ

ろしくお願いします。  笹本望幸  3年

音 楽 高橋ひな子 (:大泉桜高校)

英 語 町田俊子 (西高校 ・嘱諭

地 理 河野守宏 (珊

事務長 小山喜代子 輪籠皮援センター)

主 任 今野和之 (経営支援センター)

「転出 ・退職」

校 長 藤井文雄

地 歴 鈴木 基

数 学 繭山惣吉

化 学 笠原一郎

体 育 林 雅俊

( )内 は転出先等
(清瀬調
(杉並総合高校)
(向丘識
(井動
(田m

( )内 は前任校等
(り5ELE」レニ[][lJ笥煮:)
(別 用)
(雪谷高機
(赫 調

飯橋高ω
(期 山動
(賜 敵
(北多摩高褥
(小石川高校)
(高島養詢

「1電云リス、」

校 長

国 語

地 理

数 学

化 学

音 楽

英 語

世界史

保健体育

経営企画

月ヽ林洋司

酬 肝

浦邊浩之

田村 陽

鈴木弘幸

西田 豊

牧 益子

針 潔

井田勝行

浜口徳広

脇学園 1、立教女学院 1

教職員人事異動
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門褥浚雖馘鸞 鰤

平成 17年 11月 26日、勤労福祉会館内 「味

三昧 。大泉学園店」にて、喜寿 (77歳)の

会を行った。略々生存が確定されるlZ名

中、住所の確認できている1“名に案内を

出し、返信にて出席希望者は犯嗜 でした

が、当日はその内36嗜が出席した。

同日の60周年の祝賀会には中 1期 生は

18名が出席し、午後 3時 15分にいずみ会の

好意で我々の退場時間力`アナウンスされ、

盛大な拍手の内に会場を後にして、第二会

場の 「味三昧」へ向かった。多 くは古希の

会以来の母校への出席であったので、道順

に迷いながら、会場へ到達した。まず、玄

関前広場で記念集合写真を撮 り、和室会場

へ入 り、思い思いに席に着いた。ついで、

今月までに逝去された同期生の冥福を祈 り、

黙稿を捧げ、中 1期 世話人代表 ・藤本直が

歓迎 と祝いの挨拶を行い、会食に入った。

会たけなわに、全員の自己紹介 と一言の挨

拶を聞き、欠席者の返信 (近況)を 回覧し

,こ。

戦時下、中三で授業が打ち切 らオヽ 学徒

動員、翌年は学校に戻ることなく、進学等

夫々の道を選び、今回、高齢ながら元気な

学友と共に、再♂思い出話に時を忘な 和

気藷々のうちに過ごし、よき教育を与えて

下さつた恩師に感謝し、次回の会合を楽し

みに、散会した。

歌おう。ノ

岡崎 美代子

去る、 4月 22日 (土)午後 2時 から、池袋

東娠υ ンヾケットホ‐―ルクこて、 3イ辛J辰りをこ同

期会を開催しました。昼の開催は初めてで

したが、100余名の出席者があり、先生方は

土屋先生、畑野先生、中山先生がご出席 く

ださいました。遠 くはオランダから草野さ

んもこの日のために駆けつけて来ました。

彼には一番の遠来者 ということで贈 まヤナ

のまま乾杯の音頭をとってもらいました。

今回は 「卒業50周年記念の会」と銘打っ

た為、卒業以来初めて出席した人、10年ぶ

りの人など和気調々とした語らいの中、料

理が減っていくのも、時間が経つのも忘れ

るくらいでした。司会者の茂木さんの 「全

員で歌おう/」 の一言に元コーラス部員や

酔った飛び入り組みが正面舞台に上がり、

賑やかに滝廉太郎の 「花」をはじめ 「高校

三年生」「若者たち」「青い山胴 など、ぶっ

つけ本番で大合唱しました。拍手喝朱、大

爆笑の中、肩を組み合いながら席に戻る人

もいたりで大盛況でした。

終わりに校歌と校友の歌を斉唱し、 5時

にお開きになりました。このあと殆んどの

メンバーが二次会の会場べ移り、語 り尽 く

せなかった思い出話に再び花を咲かせ、宵

間が追る頃、再会を楽しみに帰途に着きま

した。

祝賀会のフ期生

山田 清子

祝賀会、 7期 生ヤまfTHIA集まるかしら?20

名 ?少 なくともI陥 は参加してくれるので

はないかと、会報の封筒にチラシを同封し

たのですが・・・。当日の参加者はI略 で し

た。大勢の参加者で祝賀会場が三ヶ所に分

かれたので、誰それが三階で誰かを探して

いたとか、大会場では誰かさんが何先生 と

話をしていたとか、情報は耳にするものの、

7期 生が集まることは出来ませんでした。

それでも私を見つけてくれたTさ ん、「この

機会を逃すといつ会えるかと思って来たけ

れど、参加者はすくないわねえ」と、ちょ

っとがっかりした権 。彼女とは何杵 ぶ

りかの再会です。

そう言えば 7期 生の多 くはまもなく古希

を迎えます。近々同期会を催したほうがい

いのかなあ…とぼんや り考えていたところ、

先輩から足立明朗さんの言卜報を知 らされま

した。なんとも哀しくや りきれない想いで

す。足立さんは四国の上佐清水にお住まい

だったので、詳しいことは判らずただただ

ご冥福を祈るばかりでした。

祝賀会は大盛会。参加者はそれぞれ久し

ぶりの再会を懐かしみ、楽しく帰路に着き

ました。 8名 ほど別れがた く大泉駅近 くの

居酒屋で二次会となりました。写真の面々

誰だかおわかりでしょうか。来年の総会は

7期 が当番です。多数の参加を期待します。

楽しかつた思い出再び

奥山 晴英

昨年11月、いずみ会60周年記念総会に合

わせ28期 ミニ同期会を開催いたしました。

準備期間も短かったため、「ミニ」としまし

たが、予想以上の参カロで、女性が半数以上

を占め、総勢70名近 くが集まりました。25

期の先輩の方々とも同じ会場だつたため年

次を越えた交流もあり、たいへんな盛 り上

がりを見せました。

28期の同期会には歴史があり、最初は10

年前に、 4年 前には 2回 目が行われました。

その後はクラス単位で、また 2年 や 1年 の

ときのクラスでも行われています。有志や

同好の集まりもあり、現役時代 とは一味違

う楽しみを味わっている方々が多 くいます。

新たな参加者も大歓迎です。

4年 前の同期会をきっかけにHPを 立ち

上げました。ネット環境の充実もあり、簡

単に連絡が取オヽ 様々な情報を共有できる

ようになったことも、同期の集まりが活発

に行われている一つの要因と思われます力や、

何より 「楽しかつた思い出を再び」 と考え

ている方が多いからなのではないでしょう

か。

28期HPを 辞 知ない方は、いずみ会H

Pの リンクをご覧 ください。粽 板に投稿

いただければ連絡は簡単です。まずはHP

を活用しての積極的な参カロをお願いします。
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31期では'∞年 8月 20日に池袋のホテル・

メ トロポリタンにて同期会を開催いたしま

した。 2年 連続の開催です。前回の出席者

の中に 「ぜひ来年 もノ」 との声が多かった

ことから、各クラスの連絡係を中心に早い

時期から名簿のメンテ及び同期会の準備に

時間を割いた結果、当日は同期生製陥 。先

生 7名 の出席をいただき、大盛況 となりま

した。先生の中には退院直後で体調力お心配

された幸田先生 (数学)も いらっしゃいま

した。このわずか100日後に先生の言卜報に接

した時、や りきれない思いの反面、 8月 に

お会いしてよかった /と 思った同期生も多

かったに違いありません。改めてご冥福を

お祈 りします。

さて、会場は開宴前から26年前にタイム

スリップしたような不思議な空気に包まオヽ

荻野先生 (英語)の ご発声による乾杯 と同

時に出席者のテンションは急上昇。先生方

の近況報告 ・クラス写真撮影の後、清水先

生 (国語)と 松林君による歌の余興と続き、

最高潮を迎えます。そして最後は恒例の「校

友の歌」大合唱 /通 常よりも長 く3時 間取

った一次会もあっという間にお開きとなり、

語 り足 りない60名以上の同期生は二次会ヘ

と流れて行ったのでした。(当日の模様は31

期のHPで もご覧いただけます。http://

WWW.OhiZumi31.netめ

「いずみ会60周年」

湯浅 幸子

昨年の 「60周年祝賀会」へ向けて35期で

は 「呼びかけ人」を各クラスから最低=人

立てるよう努力し、 1組 :服部君、田平君、

3組 :松本君、宮川君、宮岡 (江幡)さ ん、

7組 :松本 (梶谷)さ ん、 8組 :田平 (永

田)さ ん、 9組 :下村 (児島)さ ん、小林

鰤 )さ ん、富岡 (加 さん、湯浅 (三

浦)の メンバーを中心に呼びかけ、約40名

が集合。在校中お世話になった先生方と懐

かしい時を過ごすことが出来ました。でも、

こういう席には必ずお顔を出されていた、

あの幸田先生のお姿が見えなかったので残

念だなと思いつつその場を後にし、皆で二

次会へ。ここでも気さくな時間を過ごしま

した。

この再会から約 2週 間後、清水先生から

幸田先生の言卜報が届きました。奇しくも二

次会のために数ヶ月かけて約50名のアドレ

スを調べ上げていたので、すぐに皆へ連絡

を取ることが出来ました。

これは運が良かったのでしょうか ?い え、

運が良ければ元気な先生にお目にかかれて

いたはず。 しかし、 もしこの式メ

"ゞ

なかっ

たら清水先生は私に連絡をくれたでしょう

か ?50名 へ連絡できたでしょうか ?せ めて

最期のお別れができたことに運命的なもの

を感じずにはいられません。

懐かしい友が歳を重ねた姿に喜び、驚き、

幸田先生 と過ごした年月を懐かしみ、悼

み…。私たち35期にとってはたった 2週 間

で時が一度に流れてしまったような、そん

な2005年 の年末となりました。

昨年11月26日、練馬 『パンコントマテ』

にて45期同期会が開かれました。当初、出

席者は40名を予定していましたが、参加者

が声を掛け合って、開催間際には約 2倍 の

人数に。店舗を貸しきりました。

年齢上、仕事に家庭にと忙しい時期。“仕

事の関係で何時に行けるかわからない"、

“子どもがいるから遅 くは無理''という方々

のために、18時からはじめ、何人増えても

いいように手醜 授乳室、禁煙所なども設

けました。結果、“お母さん"がお子さん連

れで参加したり、不参加の予定だった “ビ

ジネスマン"が 駆けつけたりと賑わいを見

せました。

卒業後10年以上もたつと、面影はあるも

のの顔つきが凛として、すぐには誰 とわか

らない人も多 く、最初は静かに始まった同

期会。しかし、時間がたつにつれ、思い出

話に花を咲かせたり、当時は話したことの

ない人 とも打ち解け、それぞれの “ギ 'を

伝え合いました。“「高校時代」という時間を

共有した"と いうことは、不思議に心を開

かせるようで、一次会は和気調々と幕を閉

じました。二次会の参加者 も多 く、総勢約

120名が集まりました。

「行けばよかったノ」と後悔している皆

さん、次回はぜひご参加 ください。

総会後も盛り上がる

國澤 妙榮

記念すべきいずみ会60周年の総会に、13

期は25名が出席した。同期理事諸兄のメー

ル、電話等を使った熱心な誘いの成果であ

ったと思われる。

懇親会は互いに席を変わって歓談 し、そ

のまま殆んどのメンバーが二次会へ出席す

ることとなった。

二次会の会場は予約してあるはずが、入

っていなかったというハプニング。しかも

大泉周辺は、いずみ会の人でどこも超満員。

やっとのことで駅前の中華料理店を借 り切

ることに成功。あとからカロわるはずの 5名

は会場の変更を知らず一時行方不明になっ

たり、やっと合流した会場はすじ詰め状態

となった。それがかえって楽しさを増す結

果となり、仲間だけの気安さから話は盛 り

上がった。出席者が自己紹介をすることと

なり、現在の仕事、自分の生き様、60半ば

近 くなっての夢、等々思い思いに話をした。

その話にうなずいたり、笑ったり、感動し

たりで、卒業から40有余年その人それぞれ

の人生を新たに発見した。

その感動覚めやらぬままみな別れ難 く、

再度会場を移して大泉の素敵な仲間と楽 し

いひと時を過ごした。総会に出席してよか

った/と いう思いを心に解散 となった。気

がつけば夜半過ぎであった。

轟

麟

の期
３５欄
雛
辮
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鯰蟷魃鯰鼈魏
Mint Julёpを聴く

北上  俊人 (高11期)

7月 も末の28日、江古田のKEI Ш とい

うライブハウスで くミントジュレップ)と

いうグループの演奏を聴きました。メンバ

ーはいずれも大泉高校の卒業生たちで、大

和田慧 (高56期)Vo、 大関麻子 (高55期)

P魚 奥野裕介 (高51期)AG、 という若い面々

です。確実なリズムを基調にした明快な歌

声で数々のオリジナル曲が会場に響き渡 り

ました。「絶望のかけら」という曲は、心に

きざした暗い想いをあえて明るい曲調に乗

せて歌い上げる作品で、そこにかえって内

心の葛藤を感じさせるなど、全体に趣向に

富み、迫力のある演奏でした。聴衆 も手拍

子で応じました。この トリオは結成以来都

内や他府県での演奏活動を重ねて 3年 目に

入ったとのことです。今後の充実発展への

強い意欲 と、未来を切 り拓いていく力量と

を併せ持ったこのミュージシャンたちが、

一歩一歩進んでいく道程を楽しみにして見

守 りたいと思った一夜でした。

ゴルフ会やっています/

横田 可也 (高9期)

4～ 5年 前から、「大泉高校・演劇部OB

ゴルフ会」、を年 2回 `翻 ゴルフ易 'で行

っています。現在幹事は私、高 9期 横田で

す。ンギュラー参加者は佐藤英雄さん (高

3期 )、塚田圭一さん (高4期 )、田村茂さ

ん 。高橋康也さん 。周藤晃さん (高5期 )、

角谷優さん (高9期 )、それに私の 7名 。ゲ

ス トを迎えて、 8名 でやることもあります。

2回 ほど出席してくださった、関り|1裕さん

(高23期)が先日亡 くなられました。残念で

す。ゴルフ会の後は必ず佐藤先輩の店 「だ

るま」に集合。次回へ向け鋭気を養ってい

ます。参加ご希望の方はぜひ、幹事までご

連絡 ください/te1 03 3945 3290横 田

I開催しましたノ
◆高10期では 4月 に宇高先生を囲む会、 6

月に中山先生の喜寿を祝う会を担任クラス

であった 3Fと 3Dが 中心となり、有志も

カロわってそれぞれ20～30名が集合。和やか

なときを過ごしました。

◆札帳いずみ会も3回 日となる集まりを楽

しみました。

|お 知らせ

■高 9期 同期会

日時 :平成19年 6月 2日 (土)4時 ～ 6時

場所 :東海大学校友会館 (霞ヶ関ビル33

階)

卒業後50周年を祝して開催します。

詳細は後日ご連絡いたします。

■高 10期同期会

日時 :平 成18年11月11日 (土)午後 5時

より

場所 :アルカディア市ヶ谷 (私学会館)

会費 :8000円 。二次会2000円

2年 ぶりの集いです。参加おまちしてい

ます。幹事‐同

■高 15期同期会

日時 :20∞ 年11月 4日 (上)

場所 :アルカディア市ヶ谷

代表幹事 :G組  岡島聖三

連 絡 係 :B組 村上広

平成18年度学校年間行事

4月 7日 ・入学式

4月 10日・対面式 。オリエンテーション

5月 10日・僣ギ箋緊

8月   ・夏欝輩釧蔭

9月 17～ 18日 。文化祭

10月 7日 ・授業公開、学校説明会

10月 14日 ・所協覇舌念日

11月 3日 ・授業公開、学校説明会

羽或19年

1月 17～20日 ・HR合 宿 (沖縄

3月 13日 ・欄

3月 23日 ・修了式

o B O o o会 窓ロー覧

◇剣道部 和田真保 (高37期)。◇山岳部 山下嗣夫 (高9期 )。◇サッカー部 稲垣智之 (高

"期
)。◇柔道部 柳浦康宏 (高37期)。◇水泳部 阿部将和 (高47期)。◇ソフトテニス部

石橋直彦 (高四期)。◇バスケット部 秋田茂 (高29朔)。◇男子バレー部 丸山和郎 (高13

期)。◇ボート(漕艇)部 渥美龍嗣 (高48期)。◇野球部 角原雄一 (高10J3)宇 山秀明 (高

"期
)。◇ラグビー部 酒井陽三 (高18期)。◇大泉バリアンス (陸上部)戸 田敏治 縞 46

期)。◇ESS(英 語部)木 村武彦 (高四期)。◇演劇部 佐藤英雄 (高3期 )秋 山京子 (高

Ц期)。◇OB・ OG合 唱団 備波英児 (高6期 )。◇おたまじゃくしの会 正垣教義 (高15

期)。◇軽音楽同好会 宮本正信 (高四期)。◇社会研究部 城戸恵一 (高11期)。◇写真部

仲沢浩― (高32期)。◇将棋部 西澤幸夫 (高29期)。◇新聞小委員会 羽根田達治 (高10

期)。◇吹奏楽部 中島一 (高48期)。◇天文部 4 杉ヽ哲也 (高40朔)。◇王の会 (日職員囲

碁)菊 谷義美 (中2期 )。◇助教の会 関屋収 (高20期)。◇相幌いずみ会 喜多村喜美江 (高

2期 )。◇ゴルフの会 (演劇部OB)横 田可也 (高9期 )

心よりご冥福をお祈りいたします。

中 1期  長部 冷一郎 平成 6年 10月

中 1期  加藤 昭   平成17年11月 17日

中 1期  黒瀬 誠   平成16年 3月 14日

中 1期  富永 芳輝  平成17年 3月 19日

中 2期  江崎 公昭  平成■年 1月

中 2期  神取 久吉  平成16年

中 2期  堀 |1 泰通  平成1(詢三12月

中 2期  鈴木 実   平成15年 1月

中 2期  照沢 康晴  平成17年 4月 28日

高 1期  内海 正   平成 17年 6月 7日

高 2期  伊東 直之  平成17年 6月 22日

高 2期  桜井 宏   平成18年 3月 13日

高 2期  中村 春節

高 3期  鴻田 一章  平成17年 2月 14日

高 3期  須謄 イ尚宏  平成17年10月 1日

高 3期  山口 顕二  平成14年10月29日

高 3期  川口 不U夫  平成 18年 6月 5日

高 4期  イヽ山 五郎  Ⅵ或18年 3月

高 4期  鈴木 恵吉  平成18年 1月

高 4期  高梨 熙

高 4期  中林 清市  平成17年 3月 10日

高 5期  浅田 秀一  平成 17年 5月 15日

高 5期  大芝 進

高 5期 風祭 寛二

高 6期  沖村 光信  平成17年10月

高 7期  Fサ  明朗  平成17年11月22日

高 8期  草場 秀外  平成18年 1月 12日

高 8期  山口 忠正  平成15年11月 2日

高10期 高橋 俊夫  平成18年 7月 12日

高10期 大塚 洋
一
 平成18年 4月

高10期 塚本 陽   平成17年 7月

高11期 岡伽繭)喜久子

高12期 永島 秀幸  平成17年12月16日

高14期 水口 成子  平成18年 5月 20日

高14期 書上 由紀夫 平成18年 4月 19日

高14期 真田 和彦  平成17年11月15日

高16期 堀口 俊彦  平成17年

高16期 石川 直樹  平成17年12月 4日

高r期  市毛(高橋)京子 平成17年 5月 23日

高17期 野村 省子  平成17年 1月 29日

高18期 井上 行夫  平成14年 1月 8日

高18期 齋藤 保廣  平成15年 9月 3日

高
"期
 関川 裕   平成18年 6月 13日

高274JI 近藤 威   平成18年 4月 11日

高27期 石坂(山中)純子 平成16年 1月 28日

高27期 間脇(池田)治子平成 10年 5月 13日

高30期 佐藤(稲葉)経子 平成17年12月 5日

高

“

期 市川 敏彦  平成16年12月 9日
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兄妹みんな同窓生 ノ

富田 順子 (高11期)

松本要 (高8期 )研日田尭子 (高9期 )・富

田順子 (高11期)・吉田登代子 (高14期。母

校体育教師 として19年間勤務)。鈴木憲子
(高18期)私たちは、兄妹 5人揃って大泉高

校にお世話になりました。兄妹 5人 全員大

泉 というのはちょっとした記録でしょ。

私 といずみ会の関わりは、母校の倉」立50

周年の時に、椎葉亮一さん力ヽ 大泉高校が

出来て半世紀の記念行事だから11期で出来

る限り応援しようということになり、準備

委員 として駆 り出されたのが始まりです。
50周年記念名簿作成では、橋本武彦さん
(高11期)杉 山明美さん (高18期)と 二人で

汗だ くになりながら西武線沿線の同窓生の

所に広告掲載のお願いに歩いたのも今 0ま懐
かしい思い出です。

∞周年でもまた広告を担当しました。頼

りになる高10期の田島寛さん、高28期の西

澤正博さんの強力なバックアップのもと、

会員皆様のご協力を頂き、目標をはるかに

超える広告収入を確保できました。

専業主婦でしたので、先輩方にお会いし

てご指導を受ける機会など望むべくもあり

ませんでしたが、優秀な先輩 ・後輩にお会
いできましたこと、また、会計部をお手伝
いしたことで終始 SOSを 発信してご迷惑

をかけながらも杉山肇さん (高6期 )西 澤
さんのご指導を受け、何 とかワープロやパ

ソコンを使えるようになったこと、とても

大きな財産だと思います。

私 とシャンソンコンサー ト

萩原 恵子 (高15期)

今年 4月 に私は `ら陵かしいあの頃"と 題
し大泉学園ゆめりあホールで、シャンソン
コンサー トをしました。昨年は 「恵子歌の

会」を発足し、 5月 に還暦 `ソヒLいいもの"

と題 し60年を振 り返るコンサー トをしまし

たが 「歌の会」を支えてくれた人は同期の

仲間たちでした。共感することばかりでし

た。灰色だったあの頃なのに、なぜか今懐
かしく、勉強に追われいやな時代だったは

ずなのになぜか思い出深いのです。50歳か

らリサイタルを始めたのも高校で一緒だっ

た 「親友の死」が動機でした。歌ったり、

演奏した り特にハーモニカの名手で私より

ずっとパワフルで才能豊かだった素敵な友

が癌|こ倒れ、私は一番|こよばれました。『病

気が治ったら一緒に何かしよう』高校の時
と口調は変わりませんでしたが47歳という

あまりに早過ぎる死はショックで50歳から

のスタ‐ 卜の決意と情熱をより強 くしてく

れました。あれから11年目。地方にも度々

行きますが 「恵子歌の会Jは 大泉同期の仲

間が支えてくれていますので私はとても高

校を身近に感じています。

不思議な縁 ?

中江 和夫 (高17期)

60周年は私個人にとって大変感既深いも

のがありました。と申しますのは…私の父
が戦前昭不口1群■ごろ、室岡移υ詩夕望LttИtlこ

大泉中学時代に少しの間国語の教員をして

おり (木下尚栄と申しました力湘召和25年に

死亡)60周 年 という区切 りに、父のことも

合わせて思い起こさせられたからです。父

は昭和20年の戦災で池袋の家が焼 けたた

め、故郷の鳥取に疎開しました。そのため

大泉の教員生活は 2年位だったようです。

私は鳥取で生まオヽ 父は昭和25年に結核で

亡 くなりました。母が実家に戻ったため中
江姓になり小学校を鳥取で終え、中学のと

きに上京し練馬区に移 り、その後大泉に入

学しました。入学できたことを、父に呼ば

れた不思議な縁 ?と感じておりました。

その私及び同期もいわゆる「団塊 1期倒
です。「いずみ会」60周年に続いて今年から

同期力滅課肇計tになり 「604刊 という区切

りの中で、大泉、父晰k自 分・・・という人生

模様が昨年の記念式典の中で駆け巡 り、そ

の年にお手伝いできたことを感慨深 くまた、
そのような機会にめぐり会えたことに感謝
しています。

大泉高校で学んだことを忘れず、また大

泉高校が今後1∞年200年と発展することを

願いながら…。

部活の延長のごとく

中島 一 (高48期)

私の所属しておりました吹奏楽部には、

部活の延長のごとく、卒業後 も楽器演奏を

続けるOBバ ンドがあり、毎夏、現役生 と

一緒に演奏を行うサマーコンサー トを中心

にさまざまな演奏活動をしています。OB

に卒業はありませんし、まもなく創部50周

年を迎える歴史あるクラブですので、今春

卒業したばかりの新人から、OB生 活60年

の大先輩、10年ぶ りに楽器ケースを開けて

復帰された方まで、幅広いメンバーが集ま

ります。

高校時代が重ならない先輩後輩がほとん

どですが、年経るごとに親交は深まり、年

改まるたびにまた、新しい出会いがありま

す。練習を重ねて、合宿を張って、演奏会

を開く。活動の基本は高校の部活動 と変わ

りありません。思い出を語 り合うというよ

りも、今のこと、 これからのことに盛 り上

がれる、端から見ると少し不思議な卒業生

団体です。

気がつくと私も卒業して10年が経ってい

ました。しかし、いまだに 『嫁 』力`日常
の中にあります。

口感謝/
60周年記念演奏会の後、現役の吹奏楽部

員らが募金箱を手にOBOG諸 氏に寄付を

呼びかけましたところ、演奏に感激 した多

くの同窓生からたくさんの寄付が集まりt
総額は20万円になりました。

吹奏楽部によりますと、これらのご好意

は、文化祭のマー

チングバンドの衣

装や楽器 (ファゴ

ットなど)を 購入

する資金の一部と

して役立てるとの

ことです。

皆さま、ご協力

ありがとうござい

ました。
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会費納入者一覧
(敬称略。平成17年度納入分)

昨年度も多くの皆様に同窓会費及

びご寄付を頂き、有難う御座いまし

た。今年度も宜しくお願い致します。

今回、お名前を掲載しましたのは、

平成17年4月1日から平成18年3月31

日までに会費 ・寄付をお振込み頂い

た方々です。掲載要領は各期毎に次

の順序です。(単位千円)

①お名前

②会費納入額 (終身会費納入の方は

「終」 と表示)

③寄付金額 (終身会費を超えた金額

は寄付 として取 り扱わせて頂きま

した)

なお会費納入のきまりは

①高校卒業後10年を経過した年度か

ら、満70歳を迎える年までです(今

年は48期の方から70歳の方までが

会費納入対象者です)。対象外の方

の納入は前納または寄付として受

領します。年会費は千円です。過

去の未納会費へは遡及しません。

今年度分から頂きます。

②ご質問 。ご意見がありましたら、

次の担当までご連絡下さい。

会計部長代行 :杉山 肇 (高6期 )

Tel :042-773-3520

Fax :042-773-3037

E―h/1all:h Sugi@bolero.plala.or.jp

浜野章保     2

平野和夫     3

1 松本日出彦    1

6 村井淳-     5

2 柚原修      1

1 白勢瑛子   終

5 石坂道子     2

5 内藤楊子     3

6 金山和江     7

T    
高  7

2 石間戸宗明  終

2 内堀清三郎  終

宇野敏郎

加藤信義

小坂修一

後藤英一

笹岡武司

重原布政

白戸裕

関壮吉

月野和雄

寺本殷昌

中川康夫

渡辺市郎

矢野洋子

桔梗玲子

加藤進子

岩本英子

窪倉美由紀

海老原典子

青木幸子

久保田敏子

燿誌  2

桜井宏

稲村啓

大橋俊太

神津建一

小林安次

清水靖夫

高橋宏

高良進

武見健三

寺田福雄

畑谷治夫

局 3

五十嵐孝夫

石橋正雄

小川陽弘

片岡哲哉

片山文人

吉良憲一

小山正直

鈴木勝治

吉田浩

高 4

浅見文夫

新井秀幸

小澤大二

小野寺正臣

小林英世

篠宮弘一

比嘉高

比嘉裕子

松川誠治

宮城博

諸井勲治

安井昇

に1  5

大澤登

粕谷茂雄

川津邦雄

佐野旭

嶋正彦

高田賢

野村富孝

堀口武敬

松岡五郎

松坂清

両角宏彦

矢吹常久

山崎秀雄

鈴木定子

市川悦子

村井順子

岡本周子

大橋陽子

岡本清子

田中依子

石原須美子

立松修治

静間翠

池田代子

比嘉明子

岩間浩

畝村治男

石村進

黒崎威

鎌倉悦子

前田豊

松沢末枝

松沢末枝

柚原美智子

高木博明

玉川睦子

鈴木美香子

石塚安太郎

大石恭一

山本鼎

山下泰子

阿部基子

小浜桂子

河合貴代美

4,|1登美子

小野里子

柳生純麿

柳田明子

見米美登里

越智宣子

日紫喜美智

野口悦子

大谷義彦

金沢健蔵

田島寛

藤田肇

本橋達朗

藤森依子

小川皓司

栗岡肇

山田喜照

古田紘一

鈴木京子

中島二郎

山口英男

殿前康雄

中沢勲

小林真佐子

山田保子

荒幡昌章

小坂信也

沢田嗣郎

谷口宣雄

原田昭

平山誠

川原佳史子

相川光夫

田伏和子

寺岡雅子

今坂誠

土川ツヤ子

布山敦子

丸山和郎

関根祥夫

丸山素子

一瀬重郎太

岡本磐男

竹内篤巨

竹内延介

平野忠雄

松野厚一

佐藤忠紘

高山武生

田中昇次

中本攻

山田由美子

土井秀子

伊能玲子

麻生紘二

安羅恵仁

市川敬二

裏田和夫

大高光蔵

前川益男

早津澄子

高津幸一

福田赳夫

荒木真喜子

石田徳子

イヽ ||千枝子

佐藤克子

岡田和之   終

小坂信二   終

酒井邦夫   終

中川徹夫

山田勝治   終

石川文武   終

風祭年男   終

坂本紀生   終

保科欽司

仙澤龍雄   終

渡辺浩通

奥本久治

藤原敏厚   5

水島磐男

関口和雄   7

二宮節子   終

山口八重子  終

正垣教義   3

幸治典子   5

鬼沢隆幸   5

柳澤智子   終

高松淳好   終

久保田繁

中林泰子   終

栗田いね子  終

岡崎千代子  2
/」ヽり|1忍    6

末吉武子   2

中島悠美子  終

浅村洋子   終

2

終

1

1

１

　

　

　

　

１０

３

　

　

３５

　

４

３

　

　

７

終

終

５

１

１
　

終

２

１
終

終

終

　

終

１

１

７

　

　

　

３

５

３

１

１

　

１

５

１０

７

４

終

終

終

２
　

　

　

　

　

終

　

　

　

終

１

　

６

１０

２

１

　

５

　

　

３

　

２

１

３

７

終

終

終

終

　

終

終

終

１
終

　

１

7

4

1

3

4

1

10

7

3

5

1

10

2

3

7

1

1

10

10

2

7

13

14

10

2

1

10

1

3

1

1

3

2

2

5

3

2

1

3

5

3

2

1

5

3

10

5

3

1

1

2

2

3

3

1

10

3

3

3

5

1

3

6

2

1

10

1

2

3

3

終

終

終

１

終

終

　

終

　

終

終

終

終

終

　

終

終

終

・６

１

終

終

終

終

終

　

２

　

　

終

終

３

５０

１

終

終

終

終

終

終

２

終

終

終

１

終

　

終

１

　

１

１

　

終

６

６

１

　

２０

　

　

３

２

３

終

３

終

３

２
　

終
１

終

終

終

終

局  8

加々尾―弘  終

佐藤雄次   終

石川浩達   終 1

橋元宏    終 12

松村宏    終 2

安室正子   1

滝沢建子   2

土生栄    終

大久間展樹  終 10

荻野睦子   10

大場修-     6

玖野峰也   終

大塚義昭   10

尾池幸    2

笹目勝子   2

森脇伸三

森脇玲子

久松美年子

早川聖子

黒沢洵吉

吉仲貴美子

阿部昌行

大津徳明

中江和夫

荒田譲

永島和雄

宇山雅世

井口政明

中村隆

成田俊彦

山辺百代

清水真一

浅野和子

堤美穂子

岩田陳

岡本正義

北沢寛

村野洋司

三好恵美子

三浦俊久

宮下元也

小西悦子

大島典子

滝島俊彦

中塚厚生

横田惇

横田惇

頼末精―

二宮靖子

吉田雅子

小山和勇

澤田あきら

福井健治

伯者原功

宇田川公子

鵜飼徹

曽我部英男

中山尭

澤田昭子

三田雅子

加瀬照代

田畑智恵子

8

5

3

10

2

終 1

20

1

今村末里子

終

3

10

3

終 58

1

終 3

終

3

終

1

終

終

1

1

終

終

終

終

終

2

終

終

1

終

3

３

６

１

１

　

１０

　

１０

５

３

終

７

２

終

終

　

１

　

終

５

　

１

１

宇高ちさ

永嶋正俊     4

10

3

5

4

7

4

4

10

10

4

10

10

4

大泉高等学校PTA   10

岡野敬生

間瀬正次

吉野尚也

江平清

甲賀多重子

高橋茂

佐藤恒子

市村緑郎

イ,II嘉一郎

上内進

須藤勝

清水昭守

清水真事

教職員他

名前   会費 寄付

須賀功

杉浦雄治

高島辰雄

高柳邦夫

竹田節男

長井秀雄

畑井冨造

樋田並照

藤井宏

本村趙二

中 2

田中英道

早川嘉美

中 3

海老沢実

川崎肇

局 1

池田茂

服部宏

藤森尚和

松丸利雄

林崎裕

奥谷良一

門迪子

加藤多鶴子

柴田紀江

大庭靖子

長島正枝

町田訓

海老原代師行

鈴木要介

中井紀男

秋山京子

安藤苑男

倉持友昭

藤本幸男

片寄紘一

板倉邦臣

岩崎信行

小林―博

笹森隆昭

石崎紘

杉野芳代

三浦和子

富田順子

川田恵子 ５
終

２
終

３
終

５

追川誠

夏井美奈子

吉田登代子

上原敏行

紀野順子

瀬川多恵子

村山千鶴子

谷口典代

高木登茂子

市村悦子

岡部好秀

國谷俊之

浦田佐恵子

土屋待代

富永恭弘

本橋修明

西田淑子

岡田篤

玉山昌利

福田勤

光田敦

10

5

3

終

終

2

3

5

13

1

1

７
終

６

堤治美

服部正平

鈴木隆

齋藤義明

中 1

猪俣麒―郎

春日孟

佐藤良実

有田二郎

石井岱三

伊藤与嗣男

鴨田博伸

杉山肇

高松範

川上厚

豊lle志朗

永井満

新延隆造

西多英治

岡本豊    5

湯田友子   終

岩渕その子  終

飯島千枝子  5

木島薫子   5

酒井君枝   5

比留間弘子  終

3

16

13

1

1

3

1

3

1

6

5

1

10

10

5

14

3

3

10

7

鈴木信男

築根和男

西山玄子

村田久子

阪本桂造

林迪義
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湯川玲子

湯川玲子

石田まち子

船津道子

川辺智子

小出薫

岩崎誠

上原徹

宮田健治

斉藤裕子

青木隆

青木隆

関馨

狩野哲夫

小島高志

登坂薫

宇山秀明

並木雄平

乃美和夫

宮本正信

ガヽ山恵一郎   2

田中憲太郎  1

山本久夫   1

藤本均    1

高 24

上田豊

植村久

並木芳雄   終

大和田誠

北嶋暁子

門田順子

長田宣治

小林明子

佐々木幸子  終 2

内田知子   110

萩原正俊   終 3

小林栄子   1

後藤洋子   2

田中かほる  5

金子優子   10

矢部政子   1

佐藤倫子   5

茂内美和子  3

吉川隆弘   3

赤松敏子   3

瓜生原信輔

福嶋雅喜

星野明義

小林健治

真柳仁

山川新

南部真知子

木本方夫

斎藤聡

島田雅史

小池聡

柴山利美

原田公彦

松枝亜津子

玉利恭子

新田啓子

酒見順子

秀島光子

武藤由利子

安田容子

金子知樹

海津博之

伊藤由美

青野博由

荒賀康徳

飯田良弘

久下亨

矢部泰博

諏訪峰子

大久保高秀

鈴木睦

宮館靖

川口純一

横島晃

益村典子

浜田和章

山舘昌代

北條典子

渡辺真有美

大久保教子

高橋真紀子

斎藤薫

岡橋典子

元西恵子

赤峰秀敏

小林由美子

田中淳子

印南明彦

池田妙子

竹林悦子

田中宏尚

谷嶋牧夫

高橋智子

岡野稔

蔵田恒夫

鈴木伸司

中村まゆみ

伊東幸子

石井秀樹

長谷川政光

松崎義隆

森田栄子

戸田麻理

長谷川祥子

植松光義

大久保靖

大久保小舟

大門誠

杉山正樹

尾首容子

田中秀美

イ,|1京子   1

海老沢良弘  3

後藤佳子   2

寺田勉    2

練馬洋    1

数見佳子   1

矢口秀哉   2

森田優子   1

小松朋子   3

佐藤清    3

氏原洋子   1

片山成美   6

森谷誠    3

戸原真由美  3横地棟器

5

5

10

5

5

5

1

5

終

5

3

5

3

3

終

3

10

10

7

1

3

3

3

1

3

5

3

1

1

5

5

終

1

10

2

1

3

4

10

1

5

2

5

2

終

1

1

1

3

終

1

1

終

1

2

3

1

2

4

*冬 27

4

終 6

1

1

1

終

1

1 2

5

5

7

7

10

5

1

10

5

3

5

1

10

武田信正

安藤雅生

加藤健次

宮島悌男

宮島悌男

吉岡幹夫

中野真

松下淳子

天沼邦彦

川島文彦

4

2

2

5

1

3

7

2

1

1

1

1

3

2

5

1

1

1

1

1

1

1

2

10

2  3

3

1

5

1

1

2

1

3

2

終

１２

３

3

1

3

3

1

1

3

1

10

4

1

終

10

終

2

10

5

1

2

終

1

1

1

長谷川早苗

花満恵美子

豊島健

細田栄能介

吉沢治恵

武藤志津子

竹内美栄子

松元俊子

百海緑

常木小由子

松本幸子

正願地高明

宮崎幸夫

北哲夫

佐久間優行

清水実

杉浦史樹

稲垣正久

金子芳雄

村田正治

諸沢孝

小船かおる

中里秀雄

黒田一枝

浅沼啓子

国吉幸子

佐藤美奈子

荒井真理子

イヽ |1泰志

中川恵

菊池素子

神戸和子

長谷りIⅢ原子

佐藤康夫

長沢きみ江

佐藤れい子

田中保

日浅泉

人見敬子

井上秀子

瀧島恭子

田中百合恵

藤本万里

川口章子

有馬保生

大谷伸一郎

小笠原信一

後藤健二

小林憲一

須沼洋

関屋収

田沢孝

長富育子

守本純

水島かな江

石井逸子

菊政伸子

射水雄三

佐藤敬一

宮路研一

宮路研一

尾石京子

斉藤晴子

伴野保志

野上衛

内野栄吉

滝本行正

内野りつか

稲葉吉尚

佐々木路夫

西博孝

原隆弘

宮崎正是

吉野隆

勝又知子

畑紀子

関谷待子

佐藤滋

鳥山由貴子

小林美恵子

平田実

山上明

山田豊

後藤順子

玉利桂

斎藤正義

花澤亮司

平井秀明

丸井妙子

武藤陽子

五十嵐透   5

大坪由佳

羽田智    10

東正太    1

大塚聡―郎  2

小澤佳彦   10

葛西康夫   1

高島朗    1

滝沢清児   1

美和千鶴子  10

佐藤経子   10

平尾裕子   7

船津毅    1

西城淳美   終

大島寛治   3

坂野幸    7

河地尚之   1

高 31

木村智寿

木村伸子

山田真由美

篠原一馬

田代研

大辻彰彦

加藤三紀彦

馬場靖代

大橋貴志

嶋辰一郎   終 2

繹誌  35

田村浩平   5

島貴史      1

田平秀俊   1

田畑博章   1

河南真由美  終

小嶋京子   7
三好智里   1

小松原良次

長岡聡子

長岡聡子

瀬川亜矢子

藤田夏代子

宇田川滋正

和田東樹

栗原知子

平野俊也

渡辺弘毅

柄本富美子  3

重岡希    1

市川敏彦    10

嘉永領    1

石井塁    3

錦織晴幸   1

F計  44

上野史恵   1

石川香織   1

島村優理   5 5

本間紀子   4

中津留勉   1 2

局 45

山口恵里   1

高橋真喜   終

小泉博和   3

飯島綾子   1

秦寛也    2

尾形聡子   10

木戸貴光   4

宮本緩美   1

呂 46

前田将多   2

中島恵美子  2

鈴木和貴   1

前田由里香   1

5

6

2

1

3

10

5

5

5

5

2

5

5

5

5

終

10

終

10

3

3

10

1

10

10

3

5

1

3

1

10

終

終

終

3

終

3

終

3

終

2

3

2

7

3

終

2

1

1

1

1

1

1

7

1

佐藤敏之

田川祥一郎

橋英夫

吉田寛

湯原真由美

植松一幸

風間比呂一

中村修司

山崎清史

畑敬子

須永雅子

三田章博

岩根祥隆

中田靖

上田裕子

佐々木弓子

梅沢教行

藤野欣哉

関屋利恵

浜尚子

足立祥夫

長屋淳子

相京典子

片山周子

浅野えり子

會田幸子

酒井美智代

井上礼子

市毛芳伸   1

小林信    10

守屋直樹   1

守屋直樹   3

木元弘    3

小沼純子   10

堀江加代子  3

横尾享子   5

奥山晴英   3

小林俊雄   1

高水英寿   1

石井園子   3

小林淳子   10

古畑基樹   3

三木孝治郎  終

浜本みどり  10

田代康子   5

石垣由美子  3

植木裕子   1

清水義裕

鈴木亮    3

柳典子    3

川村智之   5

山下有喜   6

越原理恵   3

越原理恵   3

草川千都香  5

荻島律子   終

柴田和夫

塩田容子

高塩雄一

鈴木啓順

伊藤尚美

野村慶哉

依田敦

小津智江

田平直子

田崎久美子

小林弘明

仲田学

下村玲子

小林美穂

矢口智美

湯浅幸子

3

終

2

5

3

3

3

10

10

5

6

10

1

10

1

終

1

1

1

10

10

10

1

7

2 2

終

6  2

5

尾崎一

木島相子

矢部崇

谷口真弓

作間英明

終

2

3

終

1

3

l

3

1

5

5

3

1

5

1

3

10

5

1

1

3

1

5

湯浅幸子

喜代田智子  10

武田真弓

小塚洋子   10  綿貫美穂

和藤真由子  1   江原朋子

高橋大輔   1   中田真理子

越原由香   3 2 胡麻本恭子

越原由香   3 2 佐藤直子

野村麻里    15 織間はるみ

高 32   彙暫督漂
山田忠広   2

石川研-   1

和田真保

2 野口修

平林直子

柿内健介

6 市村恵実子

・０

１

・０

淵田芳孝

関川裕

東龍夫

平井真人

功力郁朗

佐藤純

古谷辰美

岩下孝宏

イヽ林秀典

大坪均

笹川康夫

山本晃

川上圭介

加藤尚子

柴武志

井野悟

斎藤拓

大川洋

高崎聖一

仲沢浩一

三谷博和

武田雅雄

久池井幸子

昇多加代

門倉由紀子

三好智之

1

1

1

1

3

1

2

10

２
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平成17年度は以上813名の方から総額4,165,545円 (内1,338,545円、寄付)の お振込みを頂きました。今後とも、会費納入をよろしくお願いいたします。
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今年は`新δのが%ドイυック′δユーリ rock(6):←いを)揺り動かす
いずみ会は昨年創立60周年、還暦を迎えました。先輩 ・後輩 ・同期の縦横の

つなが りを拡大強化するべ く、今年の懇親会では各種クラブOB会 コーナー、

60周年記念事業でスター トした 「人材バンク」の活用ご案内など、役立つ企画満載。

そ してもうひとつ、世代を越えて語らえるのは

'ロ

マンス話りで しょう。

わが母校には、同期 ・同窓カップルがなかなか多い/

同窓ご夫婦での参加者、お一人だけの参加でもエピソー ドを披露 していただければ、

ささやかなりお土産を贈呈 します。いまだから話せる、甘い ?酸 つぱい ?胸 キュン話をぜひ。

:平成 18年(2006年)18月28日 (土)

:出席者受付開始 (母校) 13時 ～

定時総会 (母校会議案) 13口寺30分～14口寺30分

懇親会  ★勤労福社会館 ・集会室 ★ 15時 ～ 16時 30分

★練馬区立勤労福社会館 :母校より徒歩 7分 ほど、大泉学園駅南日から3分

*懇 親会からのご参加も歓迎です。会場受付 14時45分～

参カロ費 :中 1期 (S20年 卒)～高45期 (H5年 卒) 3000円

高46期 (H6年 卒)～高55期 (H15年 卒) 1000円

高56期 (H16年 卒)～高58期 (H18年 卒) 無料〃

企画 ・運営の当番期制も、2巡目に突入。今年2006年の懇親会は、卒業期下一桁

緊 Fk霧 務 』Lξ i∬ 話 が 響 軍鴇 品 Ъttι鐘 製
(識 し、

いずみ会会長 石井岱三 (高 6期 )

新 6の 会会長 豊嶋志朗 (高 6期 )

案 内 図

真喜歌鵠と

'1:軍

箪嵩願暑百民ス飾ク3分

発行のお知らせ

いずみ会の仕事を
手伝つて下さい〃 お手伝いします

桐 辱 彩
(。
1隣 ジ 気 鍬

名簿の最綱版 (平成 18年 2月 )カザ城 し

ましたノ恩師近況、母校64年の歩みなど、

特集記事 も盛 りだくさんです。特に今回は

いずみ会の60周年記念事業の一環 として

発行しましたので、会員データの見直しに

力を入れました。

昨年来の予約販売や11月に開催 されま

した60周年式典の会場でもご好評 を博 し

多 くの方々にご購入いただきました。在庫

にはまだ余裕があります。当日に購入 され

なかった方々も、お申し込みいただければ

直ちに発送が可能です。是非ご購入 くださ

い。同期会開催などでお仲間との交流を再

開されるときなどにご活用 ください。

価格は 1冊 3,000円 (送料込)です。会報

に添付の振週嘱紙にてご注文 ください。

なお、今回から個ノに時報保護の観点から

住所や電話番号等の記載を望まれない方の

データは名簿には記載されていません。

しかし、同期会通知などの送付に必要な

場合、いずみ会は連絡用のラベル印刷のサ

ービスをいたします。このサービスをご利

用になれ|よ 名簿には住所が掲載されてい

ない方々の分の住所ラベルも印刷されます。

いずみ会にご連絡をいただければ、直ちに

用意いたします。

ご意見、ご感想、住所情報等は下記の方法

で連絡をお願いします。

FAX 045-561-4628(事 務局長宅)

メール :zumik●:@v7.co m
垂阪 いずみ会室
■
=178-0063

練 馬区東大泉 6-34-30 SKビ ル 305号

いずみ会では、 1週 間に 2～ 3日 、 1日

に2時 間～ 3時 間、いずみ会室へ顔を出し

て、郵便物の整理や会員からの住所変更通

知の処理、払込会費の事務処理等を手伝っ

て下さる会員を探しています。

今までは、担当部署の方々に各々の自宅

で処理して頂いてきましたカミ データが分

散することによる会員へのサービスの遅れ

などの不都合を回避するため、極力、事務

をいずみ会室で集中して処理したいと計画

しています。

大泉学園周辺にお住いの方で、パソコン

でエクセルを使った事務処理 くらいなら協

力できるという方がいらっしゃいましたら、

下記へご連絡下さい。

担当 :総務部長 大高 光蔵

電話/FAX:03-39925529

Mail: otaka―k@s3.dion ne.ip

『いずみ会文庫』
―あなたの本を日校に寄贈して<ださい一

大泉高校。図書室に (ビニーν包装の上)

大切に保管されます。

自著0まもとより、共著、 自身が研究
。発

表した論文等がその一部 となっている雑誌

なども含みます。講義用の教科書、エッセ

イ、体験記、写真集等おおいに結構です。

担当 :市川敬二

住所 :176-0005練 馬区旭丘 |-48-4

電話///FAX: 03-3950-3705

hitp3//WWW・ :=umiko:.net

動 の情幸レ あゞります。

いろいろなお申し込みができます。

l.弔醍択。わυttσ浸仄
―テース MDを お貸 しします一

2.名 本Lケースをお貸 しします

3.会 員名簿の住所シールを差 し上げます

―専用の申込書を提出ください一

4.い ずみ会 ◆ホームページに同期会など

の行事案内を掲載 します

5.い ずみ会報郵送時に、各期が作成 した

A4判 までの会報やチラシを同封します

以上、申込みは総務部長の大高まで。佐

の記事参照)

6.い ずみ会室が利用できます

申込みの詳細はホームページをご覧 くだ

さt 。ヽ

担当 :村井和郎

電話/FAX:03-3922-8888

■この第50号の作成作業の途中で、広報部

長や担当理事の交代があつたり、会報班で

お手伝いいただく方にも、それぞれの事情

が発生したりで、混舌Lした時もありました

が、無事完成することが出来ました。

■もの作 りの苦労は色々ありますが、出来

上がった時の喜びを共有して下さる方をぜ

ひ増やしたい と思っていますので、03

3951-9532(須 勝 )までご連絡下さい。

■広報部会報班

杉山肇 (高6期 )、須藤‐彦 (高9期 )、北上

俊人 (高n期 )、久保田繁、森田陸四郎 (以上

高15期)、荒井真理子、宮本正信 (以上 高

"期
)、植村久 (高21期)、大久保靖 (高29

期)、仲沢浩一 (高32期)、中村匡宏 (高42期 )

印刷所//一光印刷所 803-3953-3386




